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(57)【要約】
　結腸等の体腔を洗浄するシステムと内視鏡を組み合わ
せる装置を提示する。実施形態には、内視鏡、複数の吸
引管および／もしくは吸引口、ならびに吸引損傷から結
腸壁を保護する装置に対する吸引構成要素の遠位部の可
変配置を含む。
【選択図】　図１８Ｂ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結腸鏡プローブと併用する結腸洗浄システムの先端アダプタであって、１つまたは複数
の流体輸送管の遠位端をそれぞれ適合的に収容する複数のソケットを備えたインサートを
適合的に収容するようにサイズ設定された空洞領域を有するシェルを備え、前記インサー
トおよび前記シェルの一方が弾性要素を備え、他方の要素が相対的に剛性である、先端ア
ダプタ。
【請求項２】
　前記シェルが、前記インサートよりも柔軟な材料で構成され、前記シェルが、外力に応
答して前記インサートの周りで変形可能である一方、前記インサートが、定位置に留まっ
て実質的に無変形である、請求項１に記載の先端アダプタ。
【請求項３】
　前記柔軟なシェルが、少なくとも１つの弾性的に潰れ可能な空洞を画定する、請求項２
に記載の先端アダプタ。
【請求項４】
　前記潰れ可能な空洞が、前記ソケットのうちの少なくとも１つの長手軸に沿って、前記
ソケットの開口部を横切って延びるとともに開口部から離隔された保護壁を備える、請求
項３に記載の先端アダプタ。
【請求項５】
　前記保護壁が、前記潰れ可能な空洞の開口部を備える、請求項４に記載の先端アダプタ
。
【請求項６】
　前記ソケットの前記開口部が、吸引開口部である、請求項４に記載の先端アダプタ。
【請求項７】
　前記保護壁の前記開口部が、前記吸引開口部と実質的に同じサイズおよび形状を有する
、請求項６に記載の先端アダプタ。
【請求項８】
　前記保護壁が、前記ソケットの長手軸に沿って、前記開口部から少なくとも５ｍｍだけ
離隔される、請求項４に記載の先端アダプタ。
【請求項９】
　前記潰れ可能な空洞が、内部から結腸壁の一部に押し付けられた際に弾性的に潰れるよ
うに十分柔軟であり、前記潰れが、結腸壁の前記部分に損傷を与える力よりも小さな力で
発生する、請求項３に記載の先端アダプタ。
【請求項１０】
　前記シェルが、前記ソケットのうちの少なくとも１つの開口部を囲む開口部を備える、
請求項２に記載の先端アダプタ。
【請求項１１】
　前記ソケットの前記開口部が、潅注開口部である、請求項１０に記載の先端アダプタ。
【請求項１２】
　前記潅注開口部が、内部への流体の供給に際して流体を噴射に変えるように成形され、
前記シェルの前記開口部が、前記噴射との干渉を回避するのに十分な大きさである、請求
項１１に記載の先端アダプタ。
【請求項１３】
　前記シェルが、前記インサートよりも堅固な材料で構成され、前記インサートが、前記
ソケット間で変形可能である、請求項１に記載の先端アダプタ。
【請求項１４】
　前記柔軟なインサートが、前記流体輸送管の移動に際して、前記流体輸送管および前記
空洞領域との適合接触を維持しつつ変形するように十分柔軟である、請求項１３に記載の
先端アダプタ。
【請求項１５】
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　前記結腸鏡プローブの遠位部を受容するようにサイズ設定されたソケットを備える、請
求項１に記載の先端アダプタ。
【請求項１６】
　結腸の遠位部への挿入用にサイズ設定された排出チャネルの遠位端に取り付けられる、
請求項１に記載の先端アダプタ。
【請求項１７】
　挿入されたとき、結腸の前記遠位部から前記排出チャネルに排泄物を吸引するように位
置決めされるように取り付けられる、請求項１６に記載の先端アダプタ。
【請求項１８】
　前記シェルと一体的に形成され、当該先端アダプタの外周に取り付けられ、そこから半
径方向に延びた結腸スペーサを備え、
　前記結腸スペーサが、結腸の半径方向制限領域への当該先端アダプタの前進運動に起因
する圧力を受けた際に潰れるように十分柔軟である、請求項２に記載の先端アダプタ。
【請求項１９】
　結腸洗浄装置の遠位端で先端アダプタを案内する方法であって、
　前記先端アダプタを前進させて軟部組織の一部に押し付けるステップと、
　前記軟部組織に対して前記先端アダプタの一部を潰すことにより、前記軟部組織に対す
る前記先端アダプタの最大圧力を低減するステップと、
　を含む、方法。
【請求項２０】
　前記先端アダプタが、前記結腸洗浄装置の対応する複数のルーメンに取り付けられた複
数のソケットを備え、前記先端アダプタの前記部分が潰れる間、前記ソケットが無変形の
ままである、請求項１９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、そのいくつかの実施形態において、内視鏡と併用するツールに関し、より詳
細には、内視鏡とともに体腔に挿入されて体腔の洗浄に用いられることにより、内視鏡に
よる体腔の視認を容易化する構成要素に関するが、これらに限定されない。たとえば、い
くつかの実施形態は、結腸鏡との併用により、結腸内視鏡検査中に結腸を洗浄するもので
あってもよい。
【背景技術】
【０００２】
　結腸内視鏡検査においては、潅注および排出の役割に特化したパイプを使って、糞便物
質が結腸から取り除かれる。通常は、糞便物質を緩める、溶解する、および／または破砕
する流体を結腸鏡の潅注チャネルが結腸に供給し、ワーキング・チャネルがこの物質を排
出する。
【０００３】
　たとえば、２００９年５月２０日出願の特許文献１および２０１０年１２月２日出願の
特許文献２には、結腸鏡プローブに潅注および／または排出チャネルを追加した自己洗浄
システムが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第２００９／１４３２０１号
【特許文献２】国際公開第２０１０／１３８５２１号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様によれば、結腸鏡プローブと併用する結腸洗浄シ
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ステムの先端アダプタであって、１つまたは複数の流体輸送管の遠位端をそれぞれ適合的
に収容する複数のソケットを備えたインサートを適合的に収容するようにサイズ設定され
た空洞領域を有するシェルを備え、インサートおよびシェルの一方が弾性的に変形可能な
材料を含み、他方が相対的に剛性の材料を含む、先端アダプタが提供される。
【０００６】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、シェルは、インサートよりも柔軟な材料で構成
され、シェルが外力に応答してインサートの周りで変形可能である一方、インサートが定
位置に留まって実質的に無変形である。
【０００７】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、柔軟なシェルは、少なくとも１つの弾性的に潰
れ可能な空洞を画定する。
【０００８】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、潰れ可能な空洞は、ソケットのうちの少なくと
も１つの長手軸に沿って、ソケットの開口部を横切って延びるとともに開口部から離隔さ
れた保護壁を備える。
【０００９】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、保護壁は、潰れ可能な空洞の開口部を備える。
【００１０】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、ソケットの開口部は、吸引開口部である。
【００１１】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、保護壁の開口部は、吸引開口部と実質的に同じ
サイズおよび形状を有する。
【００１２】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、保護壁は、ソケットの長手軸に沿って、開口部
から少なくとも５ｍｍだけ離隔している。
【００１３】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、潰れ可能な空洞は、内部から結腸壁の一部に押
し付けられた際に弾性的に潰れるように十分柔軟であり、この潰れは、結腸壁の上記部分
に損傷を与える力よりも小さな力で発生する。
【００１４】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、シェルは、ソケットのうちの少なくとも１つの
開口部を囲む開口部を備える。
【００１５】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、ソケットの開口部は、潅注開口部である。
【００１６】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、潅注開口部は、内部への流体の供給に際して流
体を噴射に変えるように成形され、シェルの開口部は、噴射との干渉を回避するのに十分
な大きさである。
【００１７】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、シェルは、インサートよりも堅固な材料で構成
され、インサートは、ソケット間で変形可能である。
【００１８】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、柔軟なインサートは、流体輸送管の移動に際し
て、流体輸送管および空洞領域との適合接触を維持しつつ変形するように十分柔軟である
。
【００１９】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、堅固なシェルの形状は、変形中に維持される。
【００２０】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、この先端アダプタは、結腸鏡プローブの遠位部
を受容するようにサイズ設定されたソケットを備える。
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【００２１】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、この先端アダプタは、結腸の遠位部への挿入用
にサイズ設定された排出チャネルの遠位端に取り付けられる。
【００２２】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、このアダプタは、挿入されたとき、結腸の遠位
部から排出チャネルに排泄物を吸引するように位置決めされるように取り付けられる。
【００２３】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、この先端アダプタは、シェルと一体的に形成さ
れ、当該先端アダプタの外周に取り付けられ、そこから半径方向に延びた結腸スペーサを
備え、この結腸スペーサは、結腸の半径方向制限領域への当該先端アダプタの前進運動に
起因する圧力を受けた際に潰れるように十分柔軟である。
【００２４】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様によれば、結腸洗浄装置の遠位端で先端アダプタ
を案内する方法であって、先端アダプタを前進させて軟部組織の一部に押し付けるステッ
プと、軟部組織に対して先端アダプタの一部を潰すことにより、軟部組織に対する先端ア
ダプタの最大圧力を低減するステップと、を含む、方法が提供される。
【００２５】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、先端アダプタは、結腸洗浄装置の対応する複数
のルーメンに取り付けられた複数のソケットを備え、先端アダプタの上記部分が潰れる間
、これらソケットが無変形のままである。
【００２６】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様によれば、管状の消化管腔から排泄物を排出する
洗浄システムであって、消化管腔の遠位部に挿入するように構成された遠位端を有し、吸
引を遠位端に伝達するように構成された少なくとも１つの排出ルーメンと、挿入されたと
き、消化管腔の最も近い組織から離れる方向に向かって、遠位端に吸引入口を画定する保
護壁と、を備える、洗浄システムが提供される。
【００２７】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、保護壁は、排出ルーメンの主近位領域と実質的
に同じ断面を有する最遠位領域を備えた排出ルーメンの吸入断面から遠位方向に延びてい
る。
【００２８】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、吸入断面に垂直な中心軸に対して、保護壁の遠
位延伸部の一部が内側に延びている。
【００２９】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、保護壁により画定された吸引入口の面積は、吸
入断面の面積より少なくとも２倍大きい。
【００３０】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、保護壁は、アダプタが遠位部に取り付けられた
場合に、結腸鏡プローブの遠位部の断面の少なくとも一部の周りで周方向に延びている。
【００３１】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、保護壁は、断面の周り全体に延びている。
【００３２】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態の一
態様によれば、管状の消化管腔から排泄物を排出する洗浄システムであって、消化管腔の
遠位部に挿入するように構成された遠位吸入開口部を有し、吸引を吸入開口部に伝達する
ように構成された少なくとも１つの排出ルーメンと、挿入されたとき、消化管腔の最も近
い組織から吸入開口部を分離する保護壁であり、最も近い組織から吸引を逸らすように位
置決めされた吸引入口を画定した、保護壁と、を備える、洗浄システムが提供される。
【００３３】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
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れば、保護壁は、吸入開口部から遠位方向に延びている。
【００３４】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、吸入開口部に垂直な中心軸に対して、保護壁の遠位延伸部の一部が内側に延びてい
る。
【００３５】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、内側に延びた部分から中心軸を越えて保護壁の一部が連続する。
【００３６】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、保護壁により画定された吸引入口の面積は、吸入開口部の面積より少なくとも２倍
大きい。
【００３７】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、遠位方向への延伸は、少なくとも５ｍｍである。
【００３８】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、このシステムは、結腸鏡プローブの遠位部に取り付け可能なアダプタを備えており
、このアダプタが保護壁を備える。
【００３９】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、保護壁は、アダプタが遠位部に取り付けられた場合に、吸入開口部の一部から、結
腸鏡プローブの遠位部の断面の少なくとも一部の周りで周方向に延びている。
【００４０】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、保護壁は、断面の周り全体に延びている。
【００４１】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、保護壁は、遠位方向にテーパ状となっている。
【００４２】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、テーパは、遠位方向に切頂面で終端している。
【００４３】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、保護壁は、アダプタおよび結腸鏡プローブが取り付けられた場合に、結腸鏡プロー
ブの遠位部の遠位境界の遠位方向への垂直突出により画定された領域に延入するテーパ部
を備える。
【００４４】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、テーパ部は、全周で突出によって画定された領域に延入している。
【００４５】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、上記逸らすこととして、排出ルーメンの遠位部の遠位－近位軸に平行または垂直な
方向から少なくとも３０°だけ離れるように吸引入口に角度を付ける。
【００４６】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、遠位延伸は、吸入開口部を囲む円周の少なくとも２０％前後であり、吸入開口部か
ら少なくとも５ｍｍだけ遠位方向に延びており、少なくとも０．１ｍｍ厚の壁を含む。
【００４７】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、保護壁は、結腸鏡プローブに備えられた撮像手段の視野からの除外により画定され
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た限界まで遠位方向に延びている。
【００４８】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、保護壁は、吸引を受けつつ吸入開口部に対向する側面まで流体を通過させるように
位置決めされた少なくとも１つのベント開口部を備える。
【００４９】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、少なくとも１つのベント開口部は、吸引入口の面積の５０％未満の開口面積を含む
。
【００５０】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、少なくとも１つのベント開口部全体での圧力差は、吸引と関連付けられた最大圧力
差の半分未満である。
【００５１】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、少なくとも１つのベント開口部は、吸引入口と
軸方向に整列しており、吸引入口と少なくとも同じ大きさの軸方向横断面を有するチャン
バによって吸引入口から離隔している。
【００５２】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、チャンバは、少なくとも１つの付加的なルーメ
ン範囲を介して消化管腔と流体連通した圧力解放開口部をさらに備えており、圧力解放開
口部は、少なくとも１つのベント開口部と吸引入口との間に延びたチャンバの壁に沿って
位置決めされている。
【００５３】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、吸引入口は、口唇部周りで非平面の口部を備える。
【００５４】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、吸引入口は、開口の一部を含む円周の１／４未満だけ延びた壁領域による同時閉塞
が不可能となるように位置決めされた複数の開口部を備える。
【００５５】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、保護壁は、少なくとも第２の排出ルーメンの吸入開口部を最も近い組織から分離す
る。
【００５６】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、消化管腔は、結腸である。
【００５７】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、吸引入口は、高さが５ｍｍ未満の壁の突出部による完全な閉塞を防止するのに十分
な大きさである。
【００５８】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、吸引入口は、接触領域から１０ｍｍを越えて延びる壁の連続部によって完全に閉塞
されることのないように少なくとも１つの面から保護される。
【００５９】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態の一
態様によれば、結腸鏡プローブと併用する洗浄システムであって、結腸の遠位部に挿入す
るようにサイズ設定された排出チャネルの遠位端に取り付けられたアダプタであり、結腸
鏡プローブの遠位部の上方に取り付け可能な、アダプタを備え、遠位部が、取り付けられ
たアダプタの内径よりも大きな外径を有する結腸鏡プローブの部分に近接した、洗浄シス
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テムが提供される。
【００６０】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、アダプタは、挿入されたとき、結腸の遠位部から排出チャネルに排泄物を吸引する
ように位置決めされるように取り付けられる。
【００６１】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態の一
態様によれば、結腸鏡プローブと併用する洗浄システムであって、結腸の遠位部に挿入す
るように構成された排出ルーメンの遠位端に取り付けられたアダプタを備え、当該アダプ
タが、結腸鏡プローブの遠位部の側壁の上方を通過可能であるとともに、側壁と垂直な方
向からアダプタを取り付け可能な間隙を含む、洗浄システムが提供される。
【００６２】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、アダプタは、潅注チャネルの遠位端に取り付けられている。
【００６３】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、間隙は、側壁の最も広い範囲の上方を通過するように拡幅可能であり、拡幅された
間隙が、最も広い範囲の背後で再び狭幅されて取り付け可能となる。
【００６４】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、間隙は、当該間隙の両側のアダプタの部分を引き離すことによって拡幅される。
【００６５】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、間隙が拡幅および狭幅可能であることにより、アダプタが弾性変形可能である。
【００６６】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、間隙を含むアダプタは、側壁の円周の１８０°超を囲むように寸法設定されている
。
【００６７】
　たとえば本明細書に記載の実施形態のいずれかを含む本発明のいくつかの実施形態によ
れば、間隙を含むアダプタは、側壁の円周の２７０°超を囲むように寸法設定されている
。
【００６８】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様によれば、結腸鏡プローブと併用する結腸洗浄シ
ステムの先端アダプタであって、当該先端アダプタの遠位面の半径方向中心からオフセッ
トした遠位面上の排出入口領域であり、吸引源と接続するように構成された開口部を備え
、結腸鏡プローブに取り付けられた先端アダプタが結腸の遠位端に挿入されている間に吸
引源が動作可能な、排出入口領域と、排出入口領域がオフセットした側の面上で先端アダ
プタの円周に取り付けられ、そこから半径方向に延びた結腸スペーサであり、結腸の半径
方向制限領域への当該先端アダプタの前進運動に起因する圧力を受けた際に潰れるように
十分柔軟な、結腸スペーサと、を備える、先端アダプタが提供される。
【００６９】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、結腸スペーサは、先端アダプタの１つの面を向
いている。
【００７０】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、上記潰れには、制限通過時における先端アダプ
タの本体と実質的に平行な近位方向の屈曲を含む。
【００７１】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様によれば、結腸を通って結腸洗浄装置を案内する
方法であって、結腸洗浄装置を通した排出吸引が適用されている間に、結腸洗浄システム
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の遠位先端アダプタから半径方向に延びた結腸スペーサを配向させて、結腸の壁部から先
端アダプタを押し退けるステップと、先端アダプタが壁部に近づくように結腸スペーサを
潰すステップと、を含む、方法が提供される。
【００７２】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、上記潰れには、柔軟部材が潰れて先端アダプタ
が結腸壁部に近づくように、結腸スペーサの一部が結腸上を漸進する間に近位－遠位軸に
沿って先端アダプタを並進させることを含む。
【００７３】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、この方法は、先端アダプタの再度の並進によっ
て、潰れた結腸スペーサを再度延ばすステップを含む。
【００７４】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様によれば、結腸鏡プローブと併用する結腸洗浄シ
ステムの先端アダプタであって、１つまたは複数の流体輸送管の遠位端をそれぞれ適合的
に収容する複数の変形可能なソケットを備えた柔軟なインサートを適合的に収容するよう
にサイズ設定された空洞領域を有する堅固なシェルを備える、先端アダプタが提供される
。
【００７５】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、柔軟なインサートは、流体輸送管の移動に際し
て、流体輸送管および空洞領域との適合接触を維持しつつ変形するように十分柔軟である
。
【００７６】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、堅固なシェルの形状は、変形中に維持される。
【００７７】
　別段の規定のない限り、本明細書で使用するすべての技術的および／または科学的用語
は、本発明が関連する技術の当業者による通常の理解と同じ意味を有する。本発明の実施
形態の実現または試験においては、本明細書の記載と類似または同等の方法および材料を
使用可能ではあるものの、以下では、例示的な方法および／または材料を説明する。矛盾
がある場合は、定義を含む特許明細書が優先するものとする。また、材料、方法、および
例は一例に過ぎず、必ずしもこれらに限定されるものではない。
【００７８】
　本明細書においては、添付の図面を参照することにより、本発明のいくつかの実施形態
を一例として説明する。以下、図面を具体的に詳しく参照するが、図示の詳細は、一例で
あって、本発明の実施形態の説明を目的としていることを強調する。この点において、図
面と併せた説明により、本発明の実施形態の実現方法が当業者には明らかとなる。
【図面の簡単な説明】
【００７９】
【図１Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡と併用可能な洗浄システ
ムの簡易模式図である。
【図１Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡と併用可能な洗浄システ
ムの簡易模式図である。
【図２Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、シールドを備えた先端アダプタ
を模式的に示した図である。
【図２Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、シールドを備えた先端アダプタ
を模式的に示した図である。
【図２Ｃ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、シールドを備えた先端アダプタ
を模式的に示した図である。
【図２Ｄ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、腸壁の一部と先端アダプタの排
出ルーメンにより引かれた真空との会合を示した図である。
【図２Ｅ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、腸壁の一部と先端アダプタの排
出ルーメンにより引かれた真空との会合を示した図である。
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【図３Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、腸壁の一部と延伸部が設けられ
た先端アダプタの排出ルーメンにより引かれた真空との会合を示した図である。
【図３Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、腸壁の一部と延伸部が設けられ
た先端アダプタの排出ルーメンにより引かれた真空との会合を示した図である。
【図４Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、少なくとも１つの開口部を有す
るシールドを備えた先端アダプタを模式的に示した図である。
【図４Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、少なくとも１つの開口部を有す
るシールドを備えた先端アダプタを模式的に示した図である。
【図５Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、腸管腔からの流体および浮遊排
泄物の排出を示した図である。
【図５Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、腸管腔からの流体および浮遊排
泄物の排出を示した図である。
【図６Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、撮像開口部に関係するシールド
を示した図である。
【図６Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、撮像開口部に関係するシールド
を示した図である。
【図７Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、全周シールドを備えた先端アダ
プタの一例を模式的に示した図である。
【図７Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、全周シールドを備えた先端アダ
プタの一例を模式的に示した図である。
【図７Ｃ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、全周シールドを備えた先端アダ
プタの一例を模式的に示した図である。
【図８Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、端部凹状シールドを備えた先端
アダプタの一例を模式的に示した図である。
【図８Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、端部凹状シールドを備えた先端
アダプタの一例を模式的に示した図である。
【図８Ｃ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、端部凹状シールドを備えた先端
アダプタの一例を模式的に示した図である。
【図９Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、直径が可変の内視鏡遠位端に対
するアダプタ先端の取り付けを示した図である。
【図９Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、直径が可変の内視鏡遠位端に対
するアダプタ先端の取り付けを示した図である。
【図９Ｃ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、直径が可変の内視鏡遠位端に対
するアダプタ先端の取り付けを示した図である。
【図９Ｄ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、直径が可変の内視鏡遠位端に対
するアダプタ先端の取り付けを示した図である。
【図１０Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡遠位端に対するアダプ
タ先端の端部上取り付けを示した図である。
【図１０Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡遠位端に対するアダプ
タ先端の端部上取り付けを示した図である。
【図１０Ｃ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡遠位端に対するアダプ
タ先端の端部上取り付けを示した図である。
【図１０Ｄ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡遠位端に対するアダプ
タ先端の端部上取り付けを示した図である。
【図１１Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡の遠位部に取り付け可
能な洗浄システムの先端アダプタの構成を模式的に示した図である。
【図１１Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡の遠位部に取り付け可
能な洗浄システムの先端アダプタの構成を模式的に示した図である。
【図１１Ｃ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡の遠位部に取り付け可
能な洗浄システムの先端アダプタの構成を模式的に示した図である。
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【図１１Ｄ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡遠位部と関連付けられ
た端部上に適用される先端アダプタを示した図である。
【図１２Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡遠位端と関連する先端
アダプタの前方断面図である。
【図１２Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡遠位端と関連する先端
アダプタの側方断面図である。
【図１３Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡の遠位部に取り付け可
能な洗浄システムの先端アダプタの構成を模式的に示した図である。
【図１３Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡の遠位部に取り付け可
能な洗浄システムの先端アダプタの構成を模式的に示した図である。
【図１３Ｃ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡の遠位部に取り付け可
能な洗浄システムの先端アダプタの構成を模式的に示した図である。
【図１４Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、拡張遠位部を備えた内視鏡プ
ローブに対する先端アダプタの取り付けを明示した図である。
【図１４Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、拡張遠位部を備えた内視鏡プ
ローブに対する先端アダプタの取り付けを明示した図である。
【図１４Ｃ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、拡張遠位部を備えた内視鏡プ
ローブに対する先端アダプタの取り付けを明示した図である。
【図１５Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、弾性変形可能な先端アダプタ
のある円周範囲を模式的に示した図である。
【図１５Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、弾性変形可能な先端アダプタ
の別の円周範囲を模式的に示した図である。
【図１５Ｃ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、遠位端拡張部上の先端アダプ
タの収容エリアの延伸部を示した図である。
【図１６Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡の遠位部に対するある
構成の弾性変形可能な先端アダプタを示した図である。
【図１６Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡の遠位部に対する別の
構成の弾性変形可能な先端アダプタを示した図である。
【図１６Ｃ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡の遠位部に対するさら
に別の構成の弾性変形可能な先端アダプタを示した図である。
【図１７Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡の遠位部に取り付け可
能な洗浄システムの先端アダプタの構成を模式的に示した図である。
【図１７Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡の遠位部に取り付け可
能な洗浄システムの先端アダプタの構成を模式的に示した図である。
【図１８Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、硬度が異なるシェルおよびイ
ンサートを備えた先端アダプタを模式的に示した図である。
【図１８Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、硬度が異なるシェルおよびイ
ンサートを備えた先端アダプタを模式的に示した図である。
【図１８Ｃ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、硬度が異なるシェルおよびイ
ンサートを備えた先端アダプタを模式的に示した図である。
【図１９Ａ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、排出予備チャンバを備えた先
端アダプタを模式的に示した図である。
【図１９Ｂ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、排出予備チャンバを備えた先
端アダプタを模式的に示した図である。
【図１９Ｃ】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、排出予備チャンバを備えた先
端アダプタを模式的に示した図である。
【図２０】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、柔軟な壁ガードを備えた先端ア
ダプタを模式的に示した図である。
【図２１】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、潅注システムおよび結腸鏡の構
成要素とともに、スリーブ配置冶具中のスリーブ・アセンブリを模式的に示した図である
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。
【図２２】腸壁および柔軟な壁ガードとの関係において、（たとえば、アダプタ先端を含
む）洗浄システムの遠位領域の位置を示した図である。
【図２３】本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、遠位先端アダプタに進入した粒
子を模式的に示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００８０】
　本発明は、そのいくつかの実施形態において、内視鏡と併用するツールに関し、より詳
細には、内視鏡とともに体腔に挿入されて体腔の洗浄に用いられることにより、内視鏡に
よる体腔の視認を容易化する構成要素に関するが、これらに限定されない。たとえば、い
くつかの実施形態は、結腸鏡との併用により、結腸内視鏡検査中に結腸を洗浄するもので
あってもよい。
【００８１】
　概説
　本発明のいくつかの実施形態の広範な一態様は、結腸等の体腔を洗浄する洗浄モジュー
ルの遠位部に対して内視鏡の遠位部を接続する先端アダプタに関する。
【００８２】
　本発明のいくつかの実施形態において、管腔洗浄モジュール（洗浄システム）のプロー
ブは、結腸の端部または胃腸管の別の部分に達するように寸法設定されている。いくつか
の実施形態において、管腔洗浄モジュールは、潅注流体をプローブの遠位端に供給して、
結腸中の糞便物質を除去、細分化、溶解、および／または浮遊させるように構成されてい
る。いくつかの実施形態において、管腔洗浄モジュールは、緩んだ糞便物質を結腸からプ
ローブのルーメンを通して排出するように構成されている。
【００８３】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様は、先端アダプタの２硬度または多硬度構成に関
し、たとえば、先端アダプタの外側部が比較的剛性かつ前記外側部に入るインサートが比
較的柔軟な構成および／または先端アダプタの外側部が比較的柔軟かつ前記外側部に入る
インサートが比較的堅固な構成となっている。
【００８４】
　本発明のいくつかの実施形態においては、柔軟なインサートおよび堅固な外側部が設け
られる。
【００８５】
　本発明のいくつかの実施形態において、柔軟なインサートは、排出チャネル、潅注流体
供給管、および／または圧力感知管等の流体輸送管との接続を受けるようにサイズ設定さ
れたソケットを備える。いくつかの実施形態において、柔軟なインサートは、流体輸送管
の移動の吸収および／または緩衝として機能することにより、先端に対する管運動に起因
する変位が流体輸送管とそれぞれのソケットとの間の接合領域に集中せず、柔軟なインサ
ートの本体に分散するようにする。いくつかの実施形態において、先端アダプタの堅固な
部分は、結腸の案内時に生じる可能性がある直接的な外力に起因する変形に耐えるように
十分堅固である。これは、ソケットの接続を緩める傾向がある変形から接続を保護するの
に役立つ可能性がある。潜在的に、先端アダプタの堅固な部分の相対的に柔軟性のない構
成は、先端を腸壁の突起上で摺動させるのではなく突起に衝突させる傾向にある変形に耐
える。
【００８６】
　いくつかの実施形態において、柔軟なインサートの変形特性には、１～１０ニュートン
の力に応じたおよそ０．１ｍｍの移動を含む。いくつかの実施形態において、移動は、お
よそ０．１～０．２５ｍｍ、０．１５～０．２ｍｍ、０．２５～０．５ｍｍ、または同等
、これら以上、これら以下、および／もしくは中間の移動範囲に対応する。
【００８７】
　本発明のいくつかの実施形態においては、堅固なインサートおよび柔軟な外側部が設け
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られる。
【００８８】
　任意選択で、堅固なインサートは、排出チャネル、潅注流体供給管、および／または圧
力感知管等の流体輸送管との接続を受けるようにサイズ設定されたソケットを備える。任
意選択で、相対的に堅固なインサートを柔軟な外側部に入れて使用すると、流体輸送管お
よび／または圧力感知管を受容する厳しい精度に合わせてソケットを製造できる一方、手
術時の装置ヘッドと周囲の組織との間の潜在的に外傷性の相互作用を緩和する柔軟な外側
部が依然として確保される。
【００８９】
　相対的に堅固なインサートを使用すると、保管および／または使用時の寸法安定性が潜
在的にもたらされる。たとえば、管類に対するソケットの接続の安定性は、使用時の力に
よる変形ならびに／または保管時の力もしくはクリープに起因する変形に対して実質的に
耐え得る堅固なインサートによって維持される。任意選択で、相対的に堅固なインサート
は、開口部（たとえば、洗浄用の流体噴射の形成および／または指向用に成形された開口
部）の寸法安定性をもたらす。噴射開口部の寸法安定性がなければ、噴射の力、形状、お
よび／または方向が保管および／または使用時に変化してしまう可能性がある。
【００９０】
　いくつかの実施形態において、先端アダプタの柔軟な外側シェルは、当該先端アダプタ
との相互作用に起因する組織の外傷の可能性を低減する。たとえば、先端アダプタ自体の
表面がいくらかの弾性を与えており、力を分散させて、軟部組織の小さな領域への力の集
中を潜在的に防止している。いくつかの実施形態において、先端アダプタの柔軟なシェル
の１つまたは複数の部分は、力を受けた場合に一部が弾性的に潰れて、先端アダプタの形
状のさらなる曲がり易さをもたらす。
【００９１】
　いくつかの実施形態において、堅固なインサート部により画定されるとともに寸法安定
性が図られた開口部（噴射および／または吸引開口部等）は、柔軟なシェルの周囲部によ
って保護される。たとえば、柔軟なシェルには、噴射開口部の機能（たとえば、形状およ
び／または照準）との相互作用を回避するのに十分な広さの開口部が設けられ、噴射開口
部を囲むことにより、直接的な組織の相互作用を防止している。任意選択で、柔軟なシェ
ルの開口部は、堅固なインサートによって画定された吸引開口部から離隔してその前方に
設けられており、吸引開口部の堅固な縁部に対する会合から組織を潜在的に保護する。
【００９２】
　いくつかの実施形態において、柔軟なシェル（たとえば、堅固なインサート部を直接覆
っているシェル）の変形特性には、１～１０ニュートンの力に応じたおよそ０．１ｍｍの
移動を含む。いくつかの実施形態において、移動は、およそ０．１～０．２５ｍｍ、０．
１５～０．２ｍｍ、０．２５～０．５ｍｍ、または同等、これら以上、これら以下、およ
び／もしくは中間の移動範囲に対応する。いくつかの実施形態において、柔軟なシェルは
、１つまたは複数の潰れ可能なチャンバおよび／または空洞を備えており、たとえば１～
１０ニュートンの力に応じてチャンバまたは空洞の寸法により少なくとも一部が決まる程
度（たとえば、１ｍｍ、２ｍｍ、３ｍｍ、４ｍｍ、５ｍｍ、またはこれら以上もしくは以
下の程度）まで弾性的に潰れ可能なように構成されている。空洞は、潰れ方向において同
様に、たとえばおよそ１ｍｍ、２ｍｍ、３ｍｍ、４ｍｍ、５ｍｍ、またはこれら以上もし
くは以下の程度の距離である。あるいは、たとえばチャンバが封止された実施形態におい
て、この潰れは、チャンバ壁および／または容量の圧縮率によって制御される中間の範囲
までである。
【００９３】
　先端アダプタの相対的に堅固および相対的に柔軟な部分の範囲および／または広がりは
、任意選択で別の変形および組み合わせとなることが了解されるものとする。たとえば、
任意選択で、シェルが堅固および柔軟な部分の両者を備える。たとえば、シェルの隅部、
先端面、および／または他の表面がシェルの柔軟、湾曲性、および／または圧縮可能な部
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分として形成される一方、シェルの他の部分（表面として露出した部分および／または内
部から圧縮可能な部分を支持する部分）がシェルの相対的に堅固な部分として形成される
。この追加または代替として、インサート部には、たとえばソケットの柔軟な裏当て等と
併せて、ソケットの形状および潅注入口の形状等、部品の寸法安定性をもたらす堅固、強
固、および／または圧縮不可能な部分が形成されている（堅固な部分がもたらす機能上重
要な寸法安定性の妥協に至らないよう、力を受けた際のわずかな変形のみを潜在的に許容
するが、十分な薄さである）。この追加または代替として、堅固なソケットおよび／また
は潅注入口がより柔軟な材料のマトリクス内に埋め込まれる。これにより、ソケットの曲
がり易さおよび／または相対運動によって、先端に作用する力を潜在的に吸収可能である
一方、たとえば金具類のしっかりした保持および／または噴射形状の確実な成形に必要と
なる寸法安定性が維持される。このため、先端アダプタには、任意選択でシェルおよび／
またはインサート内に、複数の堅固および柔軟交互層が設けられており、各材料種別の利
点の少なくとも一部を潜在的に提供可能である。
【００９４】
　さらに、本明細書の実施形態は、任意選択で分離可能な「シェル」および「インサート
」に関して説明しているものの、両要素は、任意選択で、単一のユニットとして製造され
ることが了解されるものとする。あるいは、いずれかの要素が任意選択で、複数の部品と
して製造され、任意選択で、互いの相互接続ならびに／または相補部品もしくは部品アセ
ンブリによる先端アダプタへの保持がなされている。たとえば、いくつかの実施形態にお
いて、インサートは、任意選択でシェルに別個に適合する複数のインサートとして形成さ
れる。この追加または代替として、シェルは、たとえばスナップ・フィットおよび／また
は接着取り付けによる適所への成型によってインサートに別個に取り付けられた部品で構
成される。
【００９５】
　さらに、本明細書において使用する用語「柔軟」および「堅固」は、材料および／また
は構成（ポリウレタン等のプラスチック高分子組成ならびに／または空洞、薄壁、もしく
は他の変形可能および／もしくは縮小可能な形状を含む構成等）の相対的な弾性的変形性
、特に、圧縮力に応じた変形性に関することが了解されるものとする。
【００９６】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様は、糞便物質の排出に用いられる吸引による予期
せぬ損傷から結腸組織を保護する構造に関する。
【００９７】
　本発明のいくつかの実施形態においては、先端アダプタの一部として吸入ガードが設け
られている。いくつかの実施形態において、吸入ガードは、結腸への挿入時に、管腔壁の
組織から排出チャネルの吸入へと吸引を逸らすように位置決めされた壁を備える。いくつ
かの実施形態においては、排出口の吸入開口部が吸引に曝されるため、このような保護壁
を設けるのが潜在的に好都合である。
【００９８】
　保護されていない排出口に接近する組織は、特に、排出口全体を封止することで組織の
ほぼ全体で圧力勾配降下が生じる場合に、吸引によって損傷を受ける可能性がある。保護
壁の別の潜在的な利点として、排出口自体の機能が保護される。いくつかの実施形態にお
いては、センサ・システムにより、システムの閉塞の検出に際して、制御装置が吸引強度
を低減および／または反転することができる。組織による閉塞の発生を抑えることにより
、洗浄システムによる高い排出スループット率を維持することができるため、潜在的に都
合が良い。
【００９９】
　排出ルーメンの「吸入開口部」または「吸入断面」は、断面が実質的に均一（たとえば
、排出ルーメンの本体に沿って、その直径および／または断面積の±１０％以内）の排出
ルーメンの最遠位領域を表す。保護壁が排出ルーメンの最終部を構成する実施形態におい
て、吸入開口部または吸入断面は、保護壁の形状が排出ルーメンの断面の形状の実質的な
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変化を画定する場所（または、たとえば傾斜の変化によって、変化が継続する場所、画定
の開始となる場所）において終端する。「吸引吸入口」または「吸引入口」は、その外部
で流体が排出ルーメンに一切入らない領域を示す。いくつかの実施形態において、吸引吸
入口と吸入開口部または断面を相互接続する領域は、保護壁により画定される。いくつか
の実施形態において、相互接続領域には、排出予備チャンバを含む。
【０１００】
　いくつかの実施形態において、保護壁により画定された吸引吸入口は、保護する１つま
たは複数の排出ルーメンよりも直径が大きく、たとえば、面積が５０％、１００％、２０
０％、５００％、またはこれらの中間、これら以下、もしくはこれら以上の大きさである
。組織が高い圧力勾配となる場合に組織を近づけることが難しくなるように、吸引吸入口
をより大きくするのが潜在的に好都合である。本発明のいくつかの実施形態において、吸
引吸入口は、長円形、三日月形、および／またはスリット形等の非円形状に形成される。
本発明のいくつかの実施形態において、吸引吸入口を横切る最短距離は、排出ルーメンを
横切る最小寸法よりも小さく、たとえば、７５％、５０％、２５％、またはこれらの中間
、これら以上、もしくはこれら以下の相対サイズである。いくつかの実施形態において、
保護壁の最大遠位延伸の距離は、たとえば３～５ｍｍ、４～１０ｍｍ、６～１５ｍｍ、１
０～２０ｍｍ、またはこれら以下もしくは以上の距離である。いくつかの実施形態におい
て、吸入保護壁の厚さは、少なくとも０．１～０．２ｍｍ、０．１～０．３ｍｍ、０．２
～０．５ｍｍ、０．４～１．０ｍｍ、またはこれら以上もしくは以下の厚さである。
【０１０１】
　本実施形態によれば、保護壁により延びた排出チャネルの内径は、たとえば２．１ｍｍ
、３ｍｍ、４ｍｍ、４．２ｍｍ、４．５ｍｍ、５ｍｍ、５．５ｍｍ、６ｍｍ、またはこれ
ら以上、これら以下、もしくはこれらの中間の直径である。本実施形態によれば、保護壁
が保護する排出チャネルの数は、１つ、２つ、３つ、４つ以上であってもよい。
【０１０２】
　吸引吸入口は、上記のように小さな相対直径を有することにより、通過する粒子が少な
くとも１つの次元において十分に小さく、閉塞なく排出ルーメンを通過するのに役立つよ
うにするのが潜在的に好都合である。また、吸引吸入口は、相対的に大きな範囲の寸法（
たとえば、直線および／または曲線が考えられるスリットまたは長円の長さ）を有するこ
とにより、如何なる大型粒子も単独で全体を塞ぐように作用することのないようにするの
が潜在的に好都合である。いくつかの実施形態において、吸引吸入口の最短寸法に対する
最長寸法の比は、たとえば１：２、１：３、１：５、１：１０、またはこれらの中間、こ
れら以下、もしくはこれら以上の比である。
【０１０３】
　本発明のいくつかの実施形態において、吸入ガードは、内視鏡プローブおよび／もしく
は洗浄システムとの干渉の回避ならびに／または内視鏡プローブおよび／もしくは洗浄シ
ステムの機能の支援を行う１つまたは複数の特徴と適応されていてもよい。いくつかの実
施形態において、内視鏡プローブ端から遠位方向に延びた吸入ガードには、テーパ形状が
与えられている。いくつかの実施形態において、吸入ガードは、求められる以上に完全な
円周（任意選択で、完全な円周）であり、排出口を簡単に保護する。吸入ガードにテーパ
を与えることにより、たとえば前進案内時に狭隘な先端を腸のくびれに挿入可能となる（
こじ開けるのに役立つ可能性がある）ため、潜在的に好都合である。吸入ガードの壁は、
テーパによって、たとえば結腸鏡プローブの遠位端の直径となっている。いくつかの実施
形態において、ガードは、程度の差こそあれ、たとえば結腸鏡プローブの直径のおよそ１
２０％以内、およそ１００％、９０％、８０％、５０％以内、またはこれら以上もしくは
以下の相対テーパ直径のテーパ状となっている。いくつかの実施形態において、テーパの
程度は、円周方向の位置によって異なる。たとえば、いくつかの実施形態において、テー
パは、結腸鏡に備えられた撮像および／または照明手段により近いアダプタの部分におい
て、（遠位方向の）短縮および／または（半径方向の）拡幅が図られている。これにより
、視界の妨害および／または目に見える影が潜在的に回避される。いくつかの実施形態に
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おいて、テーパは、結腸鏡の遠位端の背後から始まり、おおむね遠位端で終端する。
【０１０４】
　いくつかの実施形態において、吸入ガードには、管腔壁の組織が負圧の高い領域に近づ
くことを依然として防止しつつ、流体による吸入ガード壁の横断を可能とする１つまたは
複数のベント開口部が設けられている。いくつかの実施形態においては、損傷を与えるよ
うな圧力降下が起こらないように、圧力降下が最大の領域から十分に遠い保護壁上の位置
に開口部が位置決めされている。これは、たとえば吸引開口部を画定する保護壁の開口端
の近くであってもよい。これの追加または代替としては、流れがより遅く、それに対応し
て圧力降下が少なくなるように、相対的に大きな保護壁により画定された内部断面または
その近くに開口部が位置付けられている。ベント開口部とは別個の専用の壁および／また
は破片保護吸引開口部を有することにより、腸組織の取り込みおよび／または負傷が起こ
りえないレベルまで、ベント開口部全体の圧力勾配を潜在的に抑えられる。
【０１０５】
　ベント開口部には、体腔から流体をより完全に除去し得るという潜在的な利点がある。
たとえば、（内方テーパのために）排出口の近くに流体が到達することを防止する障壁と
して保護壁が別途作用することも考えられる。
【０１０６】
　いくつかの実施形態においては、丸みを帯びた遠位面（たとえば、半径がおよそ１０～
２０ｍｍの球、卵形、または他の実質的に丸みを帯びた形状の表面に近い面）となるよう
に吸入ガードが成形されている。いくつかの実施形態において、表面曲率は、およそ５～
１５ｍｍ、１０～２５ｍｍ、１５～２５ｍｍ、２０～３０ｍｍの範囲、またはこれらと同
等、これら以上、これら以下、および／もしくはこれらの中間の範囲内の半径に近い。
【０１０７】
　いくつかの実施形態においては、排出チャンバ自体のベント開口部と吸入開口部との間
に排出予備チャンバが位置決めされるように、吸入ガードがベント開口部（排出チャネル
のアクセス開口部）を位置決めする。いくつかの実施形態において、排出予備チャンバは
、複数の排出吸引開口部を近位で流体的に相互接続する開口領域を備える。いくつかの実
施形態において、排出予備チャンバは、排泄物および／または腸壁吸引接触（たとえば、
開口のサイズ、形状、および／または位置のために遮断が困難な先端のルーメンと流体連
通）から守られた場所に位置決めされた別の開口部を備える。潜在的に、この保護された
開口部は、（たとえば、排泄物粒子によって）１つまたは複数のベント開口部が遮断され
たときその全体で吸引勾配が増加することを防ぐ圧力シャントとして作用する。
【０１０８】
　いくつかの実施形態においては、およそ排出吸入開口部以下のサイズで当該吸入開口部
に沿って、ベント／アクセス開口部が軸方向に配置されている。潜在的には、この相対的
な位置決めおよび相対的なサイズによって、排出予備チャンバに進入する排泄物粒子に対
するサイズおよび／または配向選択フィルタとしてアクセス開口部が動作し得るため、吸
入開口部の相対的に高い吸引勾配には、遮断に至らないほどの大きさおよび／または配向
の排泄物粒子がほとんど到達しない。
【０１０９】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様は、洗浄システムのプローブを内視鏡プローブに
結合する先端アダプタの部位可変位置決めに関する。
【０１１０】
　本発明のいくつかの実施形態において、先端アダプタは、側面から直接、内視鏡プロー
ブの遠位端に結合し得る。いくつかの実施形態において、これは、内視鏡プローブを受容
するように拡張可能かつ内視鏡プローブの周りに先端を係止するように収縮可能な先端ア
ダプタの側面に沿ったスリットにより得られる。任意選択で、拡張性および収縮性には、
先端アダプタの材料の弾性を含む。本発明のいくつかの実施形態において、先端アダプタ
は、内視鏡プローブの遠位端上で当該内視鏡プローブの遠位端に結合可能であり、端部に
近接する内視鏡プローブの部分の周りに固定されるように構成されている。潜在的には、
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これら構成の一方または両方により、結腸洗浄を可能にする十分な遠位とルーメン中のプ
ローブ案内との干渉を低減する十分な近位との間の所望のバランスが得られるように先端
アダプタを位置決め可能である。
【０１１１】
　いくつかの実施形態において、内視鏡プローブには、（たとえば、内視鏡機能の構造を
収容する）拡張先端が設けられており、洗浄システムの先端アダプタをこの拡張部に近接
して取り付けることができる。拡張領域に近接して取り付けると、いくつかの実施形態に
おいては、先端アダプタがより小さな直径の領域に適合可能となるため、潜在的に好都合
である。より小さな直径の領域に適合すると、洗浄システムのプローブの追加による内視
鏡プローブの遠位部の総直径が潜在的に抑えられる。
【０１１２】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様は、洗浄システムの先端アダプタと腸壁との間の
距離可変スタンドオフとして作用する柔軟な保護壁に関する。
【０１１３】
　いくつかの実施形態において、保護壁は、排出チャネルに印加された吸引が開口部自体
までの腸壁部の引き上げ（潜在的に、結果としての負傷を伴う）を制限されるように、排
出チャネルの流体アクセスおよび／または吸引開口部の位置から離れて半径方向に突き出
るように位置決めされている。いくつかの実施形態において、壁には、屈曲によって、結
腸洗浄遠位端の遠位－近位運動を結腸の横断面を横切る運動に変換するバネとして作用す
るのに十分な強度が与えられている。たとえば、保護壁が先端アダプタから後方に屈曲（
近位方向に屈曲）した状態で、先端部は、遠位方向または近位方向に進んだ場合にそれぞ
れ、壁に向かう方向または壁から離れる方向に移動する。いくつかの実施形態においては
、この運動により、噴射の照準、排出のための先端の浸水レベルの設定、ならびに／また
は制限部、くびれ、および／もしくは障壁を遠位方向に移動させる案内のための先端位置
の選択を行う。
【０１１４】
　本発明の少なくとも１つの実施形態を詳しく説明する前に、本発明は、その適用におい
て、以下の説明および／または図面に記載の構成の詳細ならびに構成要素の配置および／
もしくは方法の構成に必ずしも限定されないことが了解されるものとする。本発明は、他
の実施形態も可能であるし、さまざまな方法で実現または実行することも可能である。
【０１１５】
　説明の便宜上、本明細書に記載の洗浄システム、モジュール、および／または方法は、
「結腸洗浄」システム、モジュール、および／または方法と称する場合がある。結腸洗浄
は、本発明の実施形態の一般的な用途と考えられる。ただし、本明細書に教示の方法およ
び装置は、腸の他の部分および／または他の体腔の洗浄にも使用可能であることが了解さ
れるものとする。
【０１１６】
　したがって、これらの方法および装置に適用される用語「結腸洗浄」は、結腸の洗浄の
みならず、腸の他の部分および／または他の体腔の洗浄も包含する。たとえば、本発明の
いくつかの実施形態は潜在的に、上部消化管における出血を診断および処置する手技の一
部として、洗浄に有用である。
【０１１７】
　基準実施形態
　ここで図１Ａおよび図１Ｂを参照して、これらは、本発明のいくつかの例示的な実施形
態に係る、内視鏡１０（結腸鏡であってもよい）と併用可能な洗浄システム１００の簡易
模式図である。図１Ｂは、図１Ａの差し込み領域１００Ａをさらに詳しく示している。
【０１１８】
　いくつかの実施形態において、洗浄システム１００は、内視鏡１０を備えるが、いくつ
かの実施形態においては、内視鏡１０から独立しており、任意選択で併用可能である。い
くつかの実施形態において、システム１００は、内視鏡に接続されない挿入可能な洗浄シ
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ステムまたは内視鏡と併用されない挿入可能な洗浄システムとして、独立して用いられる
ようになっていてもよい。
【０１１９】
　システム１００は、いくつかの実施形態において使い捨てすなわち１回使用として設計
されたインターフェース装置２０を備える。いくつかの実施形態において、インターフェ
ース２０は、洗浄システム１００の遠位部であり、図示のように、システム１００を内視
鏡１０の遠位部に接続するように機能する。いくつかの実施形態において、内視鏡１０は
、結腸鏡である。いくつかの実施形態において、内視鏡１０は、その遠位部２１に、撮像
ポート１０７および／または他の撮像手段を備える。
【０１２０】
　任意選択で、インターフェース２０は、同じく任意選択で使い捨ての少なくとも１つの
可撓管１１０、任意選択で複数の可撓管１１０に取り付けられている。いくつかの実施形
態において、可撓管１１０は、インターフェース２０を洗浄システム１００の近位の構成
要素に接続するのに十分な長さである。一方、インターフェース２０および内視鏡１０の
遠位部は、結腸等の体腔中を前進する。例示的な一実施形態において、管１１０の長さは
、４メートルである。他の実施形態において、管１１０の長さは、２～５メートルである
。任意選択で、管１１０は、テーパ状である。あるいは、取り付け具１１２（たとえば、
およそ１０～２０ｃｍごと、５～３５ｃｍごと、またはこれら以上もしくは以下の都合良
い間隔で位置決めされた生体適合性テープまたは解除式クランプ）によって、内視鏡１０
に一時的に取り付けられる。テープは任意選択で、局所的なテープ部であってもよく、任
意選択で、内視鏡およびその付随管に螺旋状に巻き付けられた１つまたは複数の長いテー
プ片であってもよい。
【０１２１】
　いくつかの実施形態（たとえば、本明細書に記載のインターフェース装置の実施形態の
いずれか）において、結腸鏡プローブの遠位部２１の直径は、たとえば５～８ｍｍ、６～
１０ｍｍ、８～１２ｍｍ、１０～１５ｍｍ、１４～２０ｍｍ、またはこれらと同等、これ
ら以上、これら以下、もしくはこれらの中間の範囲境界を有する直径範囲である。結腸鏡
の遠位端の直径は、構成、操作のための構造、および／または結腸鏡計装を含む構造の不
規則性のため、たとえばその長さの遠位１～１０ｃｍの範囲で可変であってもよい。結腸
鏡プローブの遠位端に接続するためのインターフェース装置は、たとえば１～２ｍｍ、２
～５ｍｍ、４～８ｍｍ、６～１２ｍｍ、１０～２０ｍｍ、１０～３０ｍｍ、またはこれら
と同等、これらの中間、これら以下、もしくはこれら以上の距離範囲だけ延びている。
【０１２２】
　いくつかの実施形態において、管１１０は、内視鏡１０周りに位置決めされており、内
視鏡１０周りの巻き付けおよび／または相互の巻き付けとなっていてもよく、一般的には
、便宜上ならびに／またはシステム１００の身体挿入可能な部分の内視鏡１０と併せた動
作の簡素化および／もしくは柔軟性を向上するように内視鏡１０に対して位置決めされて
いる。
【０１２３】
　いくつかの実施形態において、管１１０は、たとえばポンプ１２０ならびに／または一
部の病院および診療所で利用できるような集中型の真空システム１２２との接続が考えら
れる真空源に対してインターフェース装置２０を接続する排出チャネル２２を備える。い
くつかの実施形態において、システム１００は、たとえば２つ、３つ、または４つ以上の
管２２等、複数の排出チャネル２２（本明細書においては、「吸引管２２」とも称する）
を備える。いくつかの実施形態においては、内視鏡ワーキング・チャネル２３のルーメン
を排出チャネルとして使用可能である。いくつかの実施形態において、ポンプ１２０は、
排出チャネルをパージするために可逆性である。本実施形態によれば、排出チャネルの内
径は、たとえば２．１ｍｍ、３ｍｍ、４ｍｍ、４．２ｍｍ、４．５ｍｍ、５ｍｍ、５．５
ｍｍ、６ｍｍ、またはこれら以上、これら以下、もしくはこれらの中間の直径である。
【０１２４】
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　いくつかの実施形態において、インターフェース装置２０（および／または、本明細書
に記載のその他のインターフェース装置のいずれか）は、たとえばスリット、長円、環帯
、および／または部分的環帯等、排出チャネル２２の吸入開口部から吸引吸入口の最遠位
部における別の形状に変化する構造を備える。いくつかの実施形態においては、インター
フェース装置により、２つ以上の排出チャネルが組み合わさって１つの吸引入口となって
いる。いくつかの実施形態においては、１つの排出チャネルが２つ以上の別個の吸引入口
に分割されている。いくつかの実施形態において、吸引入口開口部の面積は、排出チャネ
ル・ルーメンの断面積より、たとえば５０％、１００％、１５０％、３００％、５００％
、または、これらの中間、これら以上、もしくはこれら以下の面積差だけ大きい。
【０１２５】
　いくつかの実施形態において、１つまたは複数の管１１０は、水もしくは別の液体なら
びに／または液体／気体混合源である流体源に接続された潅注管１０１として機能する。
いくつかの実施形態においては、内視鏡１０の１つまたは複数のワーキング・チャネルが
潅注管１０１として機能する。
【０１２６】
　いくつかの使用方法においては、潅注管１０１によって洗浄液がインターフェース装置
２０に供給され、任意選択で圧力下で結腸等の体腔に搬送され、結腸を洗浄するように作
用するとともに、糞便物質を緩めて部分的に溶解する。糞便物質はその後、（後述の図に
示すように）インターフェース２０の１つまたは複数の吸引口（本明細書においては、「
吸引入口」とも称する）９５Ｂに吸引された後、排出チャネル２２および／または２３に
吸引され、体外に運び出されて任意選択での糞便物質収集器１１８に搬送される。任意選
択で、管中の真空（すなわち、吸引）は、任意選択で真空源１２２に接続されたバルブ、
レギュレータ、または可変ポンプ１２０により調節される。任意選択で、吸引の管２２へ
の伝達および潅注流体の管１０１への搬送は、任意選択でオペレータからの命令をコンピ
ュータ機器ならびに／またはつまみ、レバー、もしくは他の手動命令等のユーザ・インタ
ーフェース１３０を介して受信する制御装置１２５により調節される。
【０１２７】
　真空シールド
　ここで図２Ａ～図２Ｃを参照して、これらは、本発明のいくつかの例示的な実施形態に
係る、吸入ガード４１の壁を備えた先端アダプタ２０を模式的に示している。
【０１２８】
　本発明のいくつかの実施形態の場合、図２Ｃ、図２Ａおよび図２Ｂは、側方断面図と、
生体組織による遮断および／または生体組織の損傷の可能性がある排出口９５から生体組
織を遠ざけるように設計された吸入ガード４１を備えた先端アダプタ２０の異なる深さで
の端部断面図をそれぞれ与えている。
【０１２９】
　いくつかの実施形態において、吸入ガード４１は、前記先端アダプタが体腔に挿入され
たとき、排出口９５等の排出口と生体組織との間に位置決めされる。たとえば、吸入ガー
ド４１は、排出口９５を介して吸引が結腸に印加されたとき、結腸壁の組織を保護する。
いくつかの実施形態において、吸入ガード４１は、先端アダプタ２０から遠位方向に、先
端アダプタ２０の円周の少なくとも２０％に沿って延びている。いくつかの実施形態にお
いて、吸入ガード４１は、先端アダプタ２０の円周の少なくとも３５％、５０％、８０％
、１００％、またはこれら以下もしくは中間の割合に沿って延びている。いくつかの実施
形態において、吸入ガード４１の最大延伸の距離は、たとえば３～５ｍｍ、４～１０ｍｍ
、６～１５ｍｍ、１０～２０ｍｍ、またはこれら以下もしくは以上の距離である。いくつ
かの実施形態において、円周の任意所与の点における最短延伸の距離は、０ｍｍと延伸最
長距離以下の任意の距離との間である。いくつかの実施形態において、吸入保護壁４１の
厚さは、少なくとも０．１～０．２ｍｍ、０．１～０．３ｍｍ、０．２～０．５ｍｍ、０
．４～１．０ｍｍ、またはこれら以上もしくは以下の厚さである。いくつかの実施形態に
おいて、吸入ガード４１は、少なくとも内視鏡プローブを体腔内に普通に前進させる場合
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に用いられる圧力の下で形状を維持するように剛性または半剛性である。剛性または半剛
性の吸入ガード４１は、内視鏡プローブの前進する遠位端の前方貫通を潜在的に補助する
。いくつかの実施形態において、吸入ガード４１は、たとえば管腔壁に直接押し付けられ
た場合に潰れるよう、十分に柔軟である。これは、内視鏡プローブが前進する際の負傷を
抑えられるため、潜在的に好都合である。いくつかの実施形態において、吸入ガード４１
は、案内の補助および安全な潰れの両者を含む柔軟性／剛性を備えて設計されているため
、たとえば１～４ＰＳＩ、３～８ＰＳＩ、５～１０ＰＳＩ、８～１５ＰＳＩ、またはこれ
ら以上もしくは以下の圧力閾値の前進圧力下で潰れる。吸入ガード４１は、本明細書に記
載の洗浄システムおよび／または先端アダプタのいずれかの任意選択的な特徴である。
【０１３０】
　吸入ガード４１による保護は潜在的に、以下に記載の一連の機構のうちの１つもしくは
複数ならびに／または別の機構によりもたらされる。いくつかの実施形態において、シー
ルド４１は、排出ルーメン２２の剥き出しの吸入開口部９５よりも壁との接触が少ない位
置および／または配向となるように排出ルーメン２２と流体連通した吸引入口を位置決め
する。
【０１３１】
　任意選択で、上記位置は、より内側の位置であり、体腔壁と高圧力勾配領域との間の距
離が潜在的に大きくなる。任意選択で、上記配向は、壁との接触の可能性を低くする、た
とえば、（遠位方向の運動時に壁の突起と接触する傾向が考えられる）装置の遠位－近位
軸に垂直な配向と（壁の平らな領域と接触する傾向が考えられる）遠位－近位軸に平行な
配向とのほぼ中間周りで回転するようにシフトされる。本発明のいくつかの実施形態にお
いて、中間には、両軸から少なくとも３０°離れた角度、少なくとも３５°、４０°、ま
たはこれらの中間、これら以上、もしくはこれら以下の分離角度を含む。いくつかの実施
形態において、開口部は、移動および回転の両者を行う。たとえば、吸入ガード４１の突
出壁部により画定された図２Ａ～図２Ｃに示す吸引入口は、およそ９０°回転して内方を
向くとともに、開口部を内方に移動させる。
【０１３２】
　本発明のいくつかの実施形態において、吸入ガード４１は、壁の閉塞部が一致する可能
性の低い形状を採用することによって保護を図る。たとえば、吸入ガードの口唇部は、非
平面上の開口部を画定するように形成されていてもよいし（たとえば、実質的に１つの平
面に含まれない口唇部を吸入ガードの周辺部が形成する）、および／または、開口部は、
壁部の開口部への重なりを防止する構造によって、１つまたは複数の面が保護されていて
もよい。たとえば、結腸鏡自体の遠位端は、図２Ｃの吸入ガード４１の開口部が腸壁の大
部分によって完全に閉塞されることのないようにする。いくつかの実施形態において、吸
引入口の口部の領域の干渉は、接触点から１０ｍｍ、５～１０ｍｍ、１０～１５ｍｍ、８
～２０ｍｍ、またはこれらと同等、これらの中間、これら以下、もしくはこれら以上の連
続範囲を超えて連続する壁の範囲による完全な閉塞を防止する。
【０１３３】
　本発明のいくつかの実施形態において、吸入ガード４１は、全体的な閉塞の可能性を低
減するより大きな吸引入口エリアを作成することによって保護を図る。たとえば、腸壁の
凹凸１Ａは、サイズが限られているため、十分に大きな開口部であれば、凹凸の表面を向
いていても閉塞されることはない。本発明のいくつかの実施形態において、吸引入口は、
突出範囲が５ｍｍ未満の組織の揺動による全体的な閉塞を防止するのに十分な大きさであ
る。いくつかの実施形態においては、突出範囲が５～１０ｍｍ、２～５ｍｍ、８～１２ｍ
ｍ未満、またはこれらと同等、これらの中間、これら以上、もしくはこれら以下の範囲の
組織の揺動について閉塞が防止される。
【０１３４】
　大きな吸引入口エリアの別の潜在的な利点として、結腸内圧との圧力差が大きな領域を
吸入開口部自体の近くに露出させるのではなく、排出チャネルおよび／または吸入ガード
の吸入構造内深くに位置付けるのに役立つことが挙げられる。
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【０１３５】
　ここで図７Ａ～図７Ｃを参照して、これらは、本発明のいくつかの例示的な実施形態に
係る、全周吸入ガード４１を備えた先端アダプタ１９Ａの一例を模式的に示している。図
７Ａおよび図７Ｂは、異なる断面における正面図である。図７Ｃは、水平断面図である。
【０１３６】
　いくつかの実施形態において、吸入ガード部４２は、排出ルーメン２２を保護する領域
４１Ａよりも短い距離だけ先端から突出している。全周吸入ガード４１の潜在的な利点と
して、体腔内へと前進するための進入点を狭くすることができる。
【０１３７】
　いくつかの実施形態において、短い領域４２は、撮像装置５０の半径方向近くに位置決
めすることにより、吸入ガード４１の延伸部による撮像装置５０の視野７２の妨害を抑制
または防止することができる。いくつかの実施形態においては、内視鏡遠位領域２１の端
部に対する先端アダプタ１９Ａの相対的な位置決めを適正化するように１つまたは複数の
位置決め要素１７Ａ、１７Ｂが作用する。
【０１３８】
　ここで図８Ａ～図８Ｃを参照して、これらは、本発明のいくつかの例示的な実施形態に
係る、端部凹状吸入ガード４１Ｂを備えた先端アダプタ１９Ｂの一例を模式的に示してい
る。図８Ａおよび図８Ｂは、異なる断面における正面図である。図８Ｃは、水平断面図で
ある。
【０１３９】
　いくつかの実施形態において、吸入ガード４１Ｂは、先端アダプタ１９Ｂの遠位端から
離れる方向に窪んでいる。この位置の潜在的な利点として、内視鏡遠位領域２１の前進お
よび／または視野の妨害を抑えた状態で排出ルーメン２２が保護される。特に、前進する
遠位端の最遠位端は、先端アダプタ１９Ａの固定構造の収容に用いられるアダプタの厚さ
分だけしか拡張しない。いくつかの実施形態においては、内視鏡遠位領域２１の端部に対
する先端アダプタ１９Ａの相対的な位置決めを適正化するように１つまたは複数の位置決
め要素１７Ａ、１７Ｂが作用する。
【０１４０】
　再び図２Ａ～図２Ｃを参照して、先端アダプタ２０のチャンバ４３は、内視鏡の遠位端
２１を収容するためのものである。図中のチャンバ２２０は、任意選択で、上述の通り真
空源に近位接続される管２２の収容および／または接続（および、機能上の延伸）のため
のものである。いくつかの実施形態において、近位の真空源による吸引７１は、管２２お
よびチャンバ２２０によって、排出口９５に伝達される。
【０１４１】
　本発明のいくつかの実施形態において、先端アダプタ２０は、遠位吸入ガード４１を備
える。潜在的に、吸入ガード４１は、排出口９５に存在する可能性がある高レベルの真空
への直接的な曝露から体腔壁の組織または他の生体組織を分離するように機能する。
【０１４２】
　ここで図２Ｄおよび図２Ｅを参照して、これらは、本発明のいくつかの例示的な実施形
態に係る、腸壁１の一部１Ａと先端アダプタ２０の排出ルーメン２２により方向７１に引
かれた真空との会合を示している。図２Ｄにおいて、内視鏡の前進する遠位端２１は、壁
１の凹凸１Ａに近づく。図２Ｅにおいて、凹凸１Ａは、排出ルーメン２２の開口部に引っ
張られる。ただし、この動作中の排出口と軟部生体組織との接触モードを防止するのは、
潜在的に好都合である。このシナリオにおいて潜在的に発生する障害として、
　排出口に吸い寄せられて吸引された生体組織による排出口の閉塞および管腔洗浄プロセ
スの適正な機能の阻害と、
　排出口に吸引された生体組織の外傷と、
　が挙げられる。
【０１４３】
　結腸（例）から糞便物質を効率的かつ迅速に排出するのに十分強い吸引は潜在的に、強
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い吸引を受ける組織中の血腫、血管破裂、または他の望ましくない結果を生成するのに十
分な強さである。
【０１４４】
　ここで図３Ａおよび図３Ｂを参照して、これらは、本発明のいくつかの例示的な実施形
態に係る、腸壁１の一部１Ａと延伸部４１が設けられた先端アダプタ２０の排出ルーメン
２２により方向７１に引かれた真空との会合を示している。図３Ａにおいて、内視鏡の前
進する遠位端２１は、壁１の凹凸１Ａに近づく。図３Ｂにおいて、凹凸１Ａは、排出ルー
メン２２の開口部から前方に押されて、これを吸引力７１から保護する。
【０１４５】
　ここで図２Ａ～図２Ｃに戻って、いくつかの実施形態においては、排出口９５と結腸壁
等の影響を受けやすい組織との間に延伸部４１が立設され、生体組織による排出口９５の
閉塞を防止しつつ、当該組織を損傷から保護する。いくつかの実施形態において、吸入ガ
ード４１は、排出口９５の近くに位置決めされている。
【０１４６】
　任意選択で、複数のシールド４１が複数の排出口９５の近くに位置決めされる。任意選
択で、吸入ガード４１は、先端アダプタ２０のすべての部分または大部分の周りに位置決
めされており、排出口９５に直接近接した位置に限定されない。
【０１４７】
　任意選択で、吸入ガード４１は、図２Ｃに示すように、先端アダプタ２０の中心軸側に
湾曲している。
【０１４８】
　ここで図６Ａおよび図６Ｂを参照して、これらは、本発明のいくつかの例示的な実施形
態に係る、撮像装置５０に関連して吸入ガード４１を示している。
【０１４９】
　任意選択で、吸入ガード４１は、内視鏡１０の光学部品の視野７２の制限の回避または
部分的な回避を図るように位置決めされる。
【０１５０】
　ここで図４Ａおよび図４Ｂを参照して、これらは、本発明のいくつかの例示的な実施形
態に係る、少なくとも１つの開口部６０を有する吸入ガード４１を備えた先端アダプタ２
０を模式的に示している。
【０１５１】
　本発明のいくつかの実施形態において、吸入ガード４１は、洗浄を行える１つまたは複
数の（任意選択で小さな）孔６０を備えていてもよい。この構成は、図４Ｂの側方断面お
よび図４Ａの前方断面に示している。
【０１５２】
　任意選択で、孔６０は、先端アダプタ２０が体腔内へ前進する際に管腔壁の組織を切断
したり擦ったりすることのないように、丸みを帯びた縁部を有していてもよい。
【０１５３】
　孔６０のおおよそのサイズおよび位置は、洗浄する物質の特性、使用する潅注の性質、
与える吸引の強さ、および他のさまざまな動作パラメータによって決まり得る。図４Ａお
よび図４Ｂは、例示的かつ非限定的な実施形態を示している。いくつかの実施形態におい
て、孔６０は、吸引に曝露されて結腸内圧との相対的に小さな圧力差を受ける内部領域に
重なるように配置される。たとえば、孔は、吸入保護壁４１の遠位端近くの配置および／
または吸入保護壁４１の内面に形成されたチャンバの最も近い部分が相対的に大きくなる
ような配置が可能である。
【０１５４】
　いくつかの実施形態において、この大きなチャンバ領域は、効果的に拡大された「パイ
プ」直径に対応するため、たとえばベルヌーイの法則に従って、圧力降下が少なくなる。
これは、組織の安全性および／または接近する組織を取り込む吸引の傾向の抑制に関して
潜在的に好都合である。
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【０１５５】
　いくつかの実施形態においては、可能な限り緩やかな圧力勾配に結腸部分の組織を曝露
しつつ、可能な限り多くの排泄物を排出する目的で潜在的な張力が存在する。この妥協の
実施形態においては、粒子の除去のために吸引自体に依拠することはない。また、排出チ
ャネルに至って最小の圧力差に曝露される開口部を配置するのが潜在的に好都合である。
排出チャネルに至る構造の別の潜在的な利点として、そのような開口部の近くでは断面が
広くなり、組織に曝露される可能性のある領域から後退する際には狭くなる点が挙げられ
る。
【０１５６】
　いくつかの任意選択的な使用方法によれば、医師は、孔６０が洗浄を要するエリア上に
適当に位置決めされたとき管２２の吸引をオンし、孔６０が損傷しやすい組織上に位置決
めされたとき吸引をオフまたは抑制する。
【０１５７】
　ここで図５Ａおよび図５Ｂを参照して、これらは、本発明のいくつかの例示的な実施形
態に係る、腸管腔からの流体および浮遊排泄物３０の排出を示している。各図において、
腸壁１により封じ込められたルーメンは、延伸部４１が設けられた先端アダプタ２０の排
出ルーメン２２を介して方向７１に引かれた真空により排泄物が排出されている。
【０１５８】
　図５Ａにおいて、内視鏡の遠位端２１は、一部が流体および浮遊排泄物３０中に沈んで
いる。吸引７１では、延伸部４１を含む障壁のため、排泄物懸濁液３０を完全に排出する
ことができない。図５Ａにおいて、内視鏡の遠位端２１は、一部が流体および浮遊排泄物
３０中に沈んでいる。吸引７１は、延伸部４１に設けられた１つまたは複数の孔６０によ
って、排出された排泄物懸濁液３０の残余物にアクセス可能である。
【０１５９】
　なお、いくつかの実施形態において、先端アダプタ２０は、たとえば（図２Ａに示すよ
うに）照明ＬＥＤ１０５、撮像ポート１０７、ワーキング・チャネル１０２、および潅注
チャネル１０３を備えた結腸鏡先端に位置付けられた結腸鏡要素を取り除いたままとなる
ように構成されている。
【０１６０】
　例示的な先端アダプタ
　ここで図１１Ａ～図１１Ｄ、図１３Ａ～図１３Ｃ、ならびに図１７Ａおよび図１７Ｂを
参照して、これらは、本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内視鏡１０の遠位部
２１に取り付け可能な洗浄システム１００の先端アダプタ２０の構成を模式的に示してい
る。
【０１６１】
　いくつかの実施形態において、これらの図に示すとともに本明細書の他所で言及する「
先端アダプタ」は、管１１０ならびに図１Ａおよび図１Ｂの洗浄システム１００等の洗浄
システムの他の部分に接続可能であることが了解されるものとする。
【０１６２】
　また、本明細書において一般的に「先端アダプタ２０」と称する構成は、本明細書に記
載の個別に説明するすべての先端アダプタ（たとえば、先端アダプタ１１Ａ～１１Ｃ、１
２、１３、ならびに１９Ａおよび１９Ｂ）と、本発明の実施形態として本明細書に提示す
る「先端アダプタ」の記述に適合するその他すべての装置を（必要に応じて変更して）含
むものと理解すべきことが了解されるものとする。
【０１６３】
　図１１Ａ～図１１Ｄは、内視鏡１０の遠位端に取り付けられた先端アダプタ１１Ａ～１
１Ｃ（および２０）の側方断面を模式的に示している。
【０１６４】
　図１１Ａ～図１１Ｃに示す例示的な実施形態において、先端アダプタ１１Ａ、１１Ｂは
、内視鏡の遠位端に適合するように成形されており、任意選択で、当該先端アダプタ１１
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Ａ、１１Ｂを内視鏡の遠位端２１に固定位置関係で位置決めする完全または部分的に円周
の突起１６等の形体を備える。
【０１６５】
　ここで図１２Ａおよび図１２Ｂを参照して、これらはそれぞれ、本発明のいくつかの例
示的な実施形態に係る、内視鏡遠位端２１と関連する先端アダプタ１１Ｂの前方および側
方断面図である。
【０１６６】
　内視鏡遠位部２１の端部に位置付けられた形体の機能に対応するように突起１６の形状
を調整するのは、潜在的に好都合である。たとえば、いくつかの実施形態において、突起
１６は、撮像装置５０の視野７２に近接して位置決め可能な先端アダプタ１１Ｂの部分か
ら後退されるようになっていてもよい。この後退により、内視鏡光学素子の機能的動作な
らびに／または潅注、ワーキング・チャネル、および／もしくは照明等の他の特徴を損な
うことなく、位置決め機能が作用し得る。
【０１６７】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、図１１Ｄ、図１３Ａ～図１３Ｃ、ならびに図１
７Ａおよび図１７Ｂは、内視鏡の遠位部２１上で可変位置決め可能な先端アダプタまたは
内視鏡の遠位端２１ではないがその近傍で固定位置決めされる先端アダプタの簡易模式図
である。
【０１６８】
　図１３Ａ～図１３Ｃは、横方向から内視鏡の遠位部２１に対して適合的に適用されるよ
うに構成された先端アダプタ１２（先端アダプタ２０）の２つの前方断面図および側方断
面図である。いくつかの実施形態において、接合先端アダプタ２０は弾性変形可能であり
、内視鏡端部２１を加圧把持するようにサイズ設定されている（把持圧の方向は、たとえ
ば矢印２６で示している）。任意選択で、先端アダプタ１２は、内視鏡の遠位部２１の端
部またはその近傍において、ユーザにより選択可能な位置に適合されている。いくつかの
実施形態において、先端アダプタ１２は、任意選択で摺動により、内視鏡の遠位本体２１
に沿った位置決めが可能である。いくつかの実施形態において、先端アダプタ１２は、内
視鏡遠位端２１を十分な強さで把持することにより、結腸等の体腔への挿入時に内視鏡２
１に通常加わる圧力の影響下での内視鏡遠位端２１の移動に耐える。
【０１６９】
　ここで図１５Ａおよび図１５Ｂを参照して、これらは、本発明のいくつかの例示的な実
施形態に係る、弾性変形可能な先端アダプタ１２Ｂ、１２Ｃの異なる円周範囲を模式的に
示している。
【０１７０】
　いくつかの実施形態において、先端アダプタ１２Ｂ、１２Ｃの円周範囲は、先端アダプ
タが取り付けられる内視鏡遠位部２１の背後からの把持を実現するのに十分な任意の角度
である。また、いくつかの実施形態において、この角度は、側方から内視鏡部２１を横切
るのに十分広くアダプタが開放可能となるように選定される。
【０１７１】
　たとえば、いくつかの実施形態において、先端アダプタ１２Ｂ（図１５Ａ）は、内視鏡
の円周のおよそ２／３だけ延びている。円周方向の巻き付け範囲は、取り付け点における
内視鏡の直径に応じて可変であることが了解されるものとする。
【０１７２】
　たとえば、いくつかの実施形態において、先端アダプタ１２Ｃ（図１５Ｂ）は、取り付
け点において内視鏡円周の１８０°をわずかだけ超えて延びている。いくつかの実施形態
において、取り付けの固定は、下側の内視鏡への押し付けが強くなるように先端アダプタ
１２Ｃの柔軟性を抑えることによって向上する。
【０１７３】
　このため、いくつかの実施形態において、それ自体の弾性復元力により自己取り付けが
なされる先端アダプタには、内視鏡直径の０％（スリット状）から把持を実現するのに十
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分小さな値まで、任意のサイズ範囲の緩和状態の開口部が構成されていてもよい。このよ
うに、緩和状態の開口部のサイズは、たとえば内視鏡直径の２０％～８０％またはこれ以
上もしくは以下のサイズであってもよい。いくつかの実施形態において、アダプタは、内
視鏡プローブの外形周りのおよそ５０％の適合から任意のより大きな値まで広がっている
。より完全に包み込むアダプタであれば、より強固な把持が潜在的に可能であるものの、
そのトレードオフとして、内視鏡プローブの直径が大きくなる。
【０１７４】
　先端アダプタ本体（アダプタ１２Ｂ、１２Ｃまたは本明細書に記載のその他任意の先端
アダプタの場合）の材料としては、シリコーン・ゴムまたは結腸鏡もしくは結腸洗浄シス
テムの挿入管の製造にも用いられる高分子等の別の高分子材料が可能である。先端アダプ
タの材料の例示的なショアＡデュロメータ値は、５０～７０ショアＡデュロメータ単位で
ある。いくつかの実施形態においては、５０～５５ショアＡ、５０～６０ショアＡ、５５
～６５ショアＡ、７０～８０ショアＡ、７０～９０ショアＡ、またはこれらと同等、これ
らの中間、これら以上、もしくはこれら以下のショアＡデュロメータ範囲が用いられる。
【０１７５】
　いくつかの実施形態においては、透明材料を用いて先端アダプタ（たとえば、先端アダ
プタ１２Ｂ、１２Ｃ、または本明細書に記載のその他任意の先端アダプタ）が形成される
。透明であることの潜在的な利点として、結腸鏡の端部でアダプタの位置決めがより直接
的に決定される。
【０１７６】
　ここで図１６Ａ～図１６Ｃを参照して、これらは、本発明のいくつかの例示的な実施形
態に係る、内視鏡の遠位部２１に対する３つの構成の弾性変形可能な先端アダプタ１２を
示している。
【０１７７】
　図示の構成は、取り付け前（図１６Ａ）、取り付け中（図１６Ｂ）、および取り付け後
（図１６Ｃ）である。この一連の流れは、側方から内視鏡に被せるためのアダプタ１２の
柔軟性と、内視鏡管に押し付けた後の形状回復による取り付け能力とを示している。
【０１７８】
　いくつかの実施形態において、内視鏡の遠位端２１に対する先端アダプタ２０の位置は
、ユーザが好みおよび／または所与の臨床的状況に応じて選択し、先端アダプタ２０は、
選択された位置に従って内視鏡遠位端２１に取り付けられる。いくつかの実施形態におい
て、先端アダプタ２０および／または取り付けられた管１１０は、１回使用を意図した使
い捨て品である。
【０１７９】
　いくつかの実施形態において、遠位インターフェース２０は、内視鏡遠位領域２１に対
して、その端部から近位方向に離隔された位置に固定接続されている（図１３Ｃ）。この
距離は、内視鏡の遠位端から、たとえば少なくとも０．５～１．５ｃｍ、１～２．５ｃｍ
、２～５ｃｍ、またはこれら以下もしくは以上の距離である。
【０１８０】
　図１３Ａ～図１３Ｃならびに図１７Ａおよび図１７Ｂに示す構成の潜在的な利点として
、内視鏡１０の光学素子は、全視野が確保される。先端アダプタ２０は、内視鏡の端部２
１近くに位置決めされていても、端部から幾分距離を置いている場合は、通例の大きなも
のであっても、内視鏡光学素子の全視野と干渉し得ない。
【０１８１】
　いくつかの実施形態のいくつかの使用方法において、洗浄システム１００が取り付けら
れた内視鏡１０は、洗浄システムを使用しながら結腸の全長にわたって前進可能であるた
め、洗浄システムが結腸の全長から糞便物質を除去する。任意選択で、検査および／また
は処置のため、内視鏡が後で洗浄された結腸を通って徐々に後退される。この方法の下、
先端アダプタ２０が内視鏡の遠位端に近接して位置決めされている事実は、前進／洗浄中
および後退／観察中の両者で都合が良い。前進時、遠位先端は潜在的に、通過点において
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先端アダプタの体積追加に対応する必要がないため、制限された空間をより容易に通過可
能である。後退時、先端アダプタは潜在的に、物理的に照明野および／または視野外であ
るため、照明および／または撮像要素との干渉が生じない。
【０１８２】
　図１７Ａおよび図１７Ｂは、任意選択で内視鏡２１の側方から内視鏡に取り付けられ、
内視鏡の円周部（たとえば、およそ４０％、およそ５０％、およそ６０％、およそ７０％
、またはおよそ８０％）に沿って内視鏡の遠位部２１に接触または近接した先端アダプタ
１３を（正面図および側面図として）例示している。いくつかの実施形態においては、円
周の５０％まで囲むことはない。いくつかの実施形態において、接合先端アダプタ１３は
、内視鏡の遠位部２１に沿って、さまざまな位置に取り付け可能である。任意選択で、先
端アダプタ１３は、接着テープ、クランプ、ならびに／またはその他任意の機械的、接着
、および／もしくは粘着手段（ストラップ）等の取り付け具１４ならびに／または図１Ａ
および図１Ｂを参照して上述した通り、内視鏡１０の長さに沿って先端アダプタ１３に接
続された接続管１１０に沿う取り付け具１１２によって適所に保持される。
【０１８３】
　いくつかの実施形態において、接合先端アダプタ１２および１３は、内視鏡の遠位部２
１のどこかに位置決めされて、医師の都合および／または特定の場合の臨床的要件に合わ
せることができる。柔軟性および／または側方取り付け性を有する先端アダプタ（先端ア
ダプタ１３）は、取り付けによって、さまざまな形状および／または直径の内視鏡と併用
可能であるため、潜在的に好都合である。いくつかの実施形態において、先端アダプタ１
３は、弾性的に柔軟な材料での構成によって、さらに多様なサイズの内視鏡に適応させる
ことができる。同様の理由により、先端アダプタ１３は任意選択で、断面が非円形または
非対称の内視鏡遠位部２１に取り付けられるように適応可能である。
【０１８４】
　図１１Ｄ、図１３Ａ～図１３Ｃ、ならびに図１７Ａおよび図１７Ｂに示す実施形態は任
意選択で、内視鏡の遠位端に対するユーザ選択位置で「洗浄管」（すなわち、１つもしく
は複数の潅注管ならびに／または１つもしくは複数の排出管）の遠位出口を位置決めする
のに使用可能である。
【０１８５】
　ここで図１０Ａ～図１０Ｄを参照して、これらは、本発明のいくつかの例示的な実施形
態に係る、内視鏡遠位端２１に対するアダプタ２０先端の端部上取り付けを示している。
【０１８６】
　いくつかの実施形態において、先端アダプタ２０は、内視鏡遠位領域２１の端部上で（
図１０Ｂ）、遠位端に対するさまざまな位置に取り付け可能である。この位置は、端部と
同一平面上またはほぼ同一平面上であってもよいし（図１０Ｃ）、たとえば０．５～１．
５ｃｍ、１～２ｃｍ、１．５～３ｃｍ、またはこれら以上もしくは以下のオフセット長の
距離２８だけ近位方向にオフセットしていてもよい。
【０１８７】
　ここで図９Ａ～図９Ｄを参照して、これらは、本発明のいくつかの例示的な実施形態に
係る、直径が可変の内視鏡遠位端２１に対する先端アダプタ２０の取り付けに関する問題
を示している。
【０１８８】
　いくつかの実施形態において、内視鏡遠位部２１は、当該内視鏡の遠位端から近位方向
に延びた相対的に均一の直径３６を有する（図９Ａおよび図９Ｂ）。本発明のいくつかの
実施形態において、内視鏡の遠位部は、ここで示すように直径が不均一であり、たとえば
内視鏡への巻き付け、操作機構、および／または他の構造による凹凸を備えていてもよい
。図１Ａおよび図１Ｂにおいて内視鏡遠位部２１を分けて示しているのは、これらの凹凸
を反映させたものである。このような凹凸に対して自動的に潜在的に調整可能であること
は、たとえば図１３Ａ～図１３Ｃの弾性変形可能な実施形態の潜在的な利点であることに
留意するものとする。



(27) JP 2018-519016 A 2018.7.19

10

20

30

40

50

【０１８９】
　いくつかの実施形態において、凹凸は、遠位部へのアダプタ２０先端の取り付けの邪魔
となり得る十分な大きさである。たとえば、拡張領域２７（図９Ｃおよび図９Ｄ）の直径
３５は、直径３６よりも大きいため、内視鏡遠位領域２１の遠位端に近接する端部上の形
状適合取り付けが妨げられる。
【０１９０】
　ここで図１４Ａ～図１４Ｃを参照して、これらは、本発明のいくつかの例示的な実施形
態に係る、拡張遠位部２７を備えた内視鏡プローブに対する先端アダプタ１２の取り付け
を明示している。
【０１９１】
　いくつかの実施形態において、内視鏡遠位領域２１には、拡張領域２７（たとえば、遠
位端を囲むリング１３７）が構成されている。リング１３７等の拡張領域２７は、たとえ
ばツール、照明、および／または撮像光学素子の操作への対応等、内視鏡２１の機能上の
必要性を満たすために設けられていてもよい。それにも関わらず、このような拡張部は潜
在的に、内視鏡端部の案内と干渉する。元の内視鏡の設計は、操作性を維持するために十
分な注意が払われている可能性があるものの、先端アダプタ２０の追加によって内視鏡の
遠位端２１がさらに大きくなると、結腸を通る案内を成功させる上で潜在的な弊害となる
。
【０１９２】
　拡張遠位部に近接した位置で内視鏡２１に取り付け可能な１２または１３等の先端アダ
プタによれば、先端アダプタおよび内視鏡の組み合わせの外形を潜在的に狭くすることが
できる。潜在的に、外形が狭くなれば、案内性が向上する。たとえば、図１４Ａ～図１４
Ｃにおいては、たとえば拡張部２７に近い領域に取り付けた状態の先端アダプタ１２を示
しており、内視鏡遠位端２１の拡張部２７上に同じアダプタを直接配置した場合に予想さ
れる外形１２Ａの内側の外形が可能となる。
【０１９３】
　ここで図１５Ｃを参照して、これは、本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、遠
位端拡張部２７上の先端アダプタ１２Ｄの収容エリア２２０の延伸部２２０Ａを示してい
る。
【０１９４】
　いくつかの実施形態において、先端アダプタ１２Ｄは、短い延伸部２２０Ａが拡張領域
２７上で前方に突出して、たとえば排出チャネル９５の開口部をさらに前方に設ける一方
、先端アダプタ１２の本体がより保護された近位位置に留まる状態で、内視鏡遠位領域２
１の端部に遠位取り付けがなされるように構成されている。
【０１９５】
　ここで図１１Ｄを参照して、これは、本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、内
視鏡遠位部２１と関連付けられた端部上に適用される先端アダプタ１１Ｃを示している。
【０１９６】
　図１１Ｄを図１４Ｃと比較することにより、側方搭載型先端アダプタの潜在的な利点が
確認される。図１１Ｄにおいて、アダプタ１１Ｃは、遠位拡張部２７上を摺動した後、内
視鏡の遠位端２１から距離２８だけ分離される。ただし、結果としての構成は、十分な適
合とはならず、図１４Ｃ等の構成で実現される直径に対して過剰な直径となる。図１１Ｃ
のように、遠位端でより確実に搭載される端部上構成の場合であっても、先端アダプタ１
１Ｂは潜在的に、図１４Ｃの構成よりも妨害的である。
【０１９７】
　ここで図１８Ａ～図１８Ｃを参照して、これらは、本発明のいくつかの例示的な実施形
態に係る、シェル１８０１およびインサート１８０５を備えた先端アダプタ１８００を模
式的に示している。いくつかの実施形態においては、シェルが相対的に柔軟であり、イン
サートが相対的に堅固である。いくつかの実施形態においては、インサートが相対的に柔
軟であり、シェルが相対的に堅固である。これら２つの代替構成は潜在的に、以下に説明
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する通り、代替的な複数組の利益を与える。また、図１９Ａ～図１９Ｃを参照して、これ
らは、本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、排出予備チャンバ１９１０を備えた
先端アダプタ１９００を模式的に示している。
【０１９８】
　本発明のいくつかの実施形態において、先端アダプタ１８００、１９００は、結腸鏡の
遠位端を受容するようにサイズ設定および成形された結腸鏡搭載ルーメン１９０３を備え
る。また、任意選択で、先端アダプタ１８００、１９００は、
　排出チャネルの管用の１つまたは複数の排出チャネル搭載ソケット１９０２と、
　潅注流体を供給する管用の１つまたは複数の潅注チャネル搭載ソケット１９１２と、
　圧力感知手段を受容する１つまたは複数の圧力センサ・ソケット１９１８、１９１４と
　を備える。
【０１９９】
　本発明のいくつかの実施形態において、排出ソケット１９０２は、結腸洗浄装置の先端
アダプタの排出チャネルの組み立て、感知、安全性、および／または遮断抵抗に関する構
造を備える。
【０２００】
　いくつかの実施形態において、排出チャネル２２の管の遠位端は、排出チャネル搭載ソ
ケット１９０２の近位側に挿入される。任意選択で、摩擦嵌合および／または接着により
固定される。任意選択で、管挿入の深さは、排出ソケット１９０２のルーメン内の部分的
な制限を含む管ストッパ１９０４により制限される。部分的な制限は、任意選択で、ソケ
ット１９０２の円周方向の狭隘化である。任意選択で、ストッパは、ルーメン壁の非円周
隆起部を含む。
【０２０１】
　いくつかの実施形態において、管ストッパの遠位には、排出チャネル先端圧感知開口部
１９０９が設けられている。任意選択で、圧力感知開口部は、排出チャネル搭載ソケット
１９０２と圧力センサ・ソケット１９１８との間に延びたルーメンを備える。いくつかの
実施形態においては、排出ソケット１９０２の壁の感知開口部孔１９０９の反対に孔１９
０７が設けられている。孔１９０７は任意選択で、製造プロセス中に作成され、孔１９０
９の作成用のアクセスを提供する。
【０２０２】
　上記の追加または代替としては、副吸引解放開口部として機能する。
【０２０３】
　いくつかの実施形態において、ソケット１９０２は、遠位排出ソケット開口部１９２３
で終端して排出予備チャンバ１９１０内に至る。このため、ソケット開口部１９２３は、
排出チャネルの吸入開口部９５も備える。
【０２０４】
　任意選択で、排出予備チャンバ１９１０の近位壁１９２７は、上記のような１つまたは
複数の遠位排出ソケット開口部１９２３を備える。いくつかの実施形態において、排出予
備チャンバ１９１０の遠位壁１９２５は、１つまたは複数の排出予備チャネル・アクセス
開口部１９２１を備える。任意選択で、排出予備チャンバ１９１０は、その全体でルーメ
ン１９０３が当該予備チャンバ１９１０と流体連通する別の開口部１９１０Ａを備える。
【０２０５】
　いくつかの実施形態において、予備チャンバ１９１０およびその開口部を構成する構造
は、たとえば図３Ａ～図５Ｂおよび／または図７Ａ～図７Ｃに関連して説明した機能を含
む。たとえば、遠位壁１９２５は、ソケット開口部１９２３からの腸壁１の分離を行う限
りにおいて、吸入ガード４１を備える。排出予備チャンバ・アクセス開口部１９２１は、
十分に小さな物質が通過できる開口部または孔６０の一実施形態を含む。
【０２０６】
　予備チャンバ１９１０およびその開口部の構造の潜在的な利点は、予備チャンバ１９１
０へと通過した後に排出吸入開口部１９２３のうちの１つへと通過する際に異なるサイズ
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の粒状排泄物質が受ける圧力の観点で考えることができる。洗浄プローブの排出チャネル
側が（たとえば、図５Ａおよび図５Ｂのように）下方に配向した状態では、アクセス開口
部１９２１が先端ヘッドの下方に位置決めされるため、流体のレベルが容易に低くなり、
アクセス開口部１９２１全体で排出チャネル２２からの吸引により十分な圧力勾配が生成
されて流体の塊が移動する。
【０２０７】
　任意選択で、アクセス開口部１９２１は、吸入開口部１９２３以下となるようにサイズ
設定されている。任意選択で、アクセス開口部１９２１は、吸入開口部１９２３の軸方向
遠位に位置決めされている。この潜在的な利点として、アクセス開口部１９２１に進入す
る扁平な排泄物粒子が排出チャネルを遮断するのではなく、排出チャネルに進入するよう
に配向させるのに役立つ。この意味において、アクセス開口部１９２１は潜在的に、排泄
物粒子ろ過器として作用する。排泄物粒子が大きすぎる場合および／または不適切に配向
してアクセス開口部１９２１へと通過する場合、排泄物粒子はそれにも関わらず、アクセ
ス開口部１９２１において吸引の衝撃を受ける可能性が低い。その他の予備チャンバ開口
部１９２１、１９１０Ａ、１９０７のうちの１つによって圧力勾配が解消されるためであ
る。開口部１９１０Ａは、相対的に上昇してルーメン１９０３内の相対的に保護される位
置において、予備的なろ過が有利となる大型の粒子と会合する可能性が低くなる。ただし
、任意選択で、開口部１９１０Ａは、２つ以上の小さな開口部に分割されて、吸入開口部
１９２３に対するろ過機能を潜在的に与えることになる。
【０２０８】
　ここで図２３を参照して、これは、本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、遠位
先端アダプタ２３００に進入した粒子２３０５を模式的に示している。
【０２０９】
　いくつかの実施形態において、先端２３００（排出予備チャンバ１９１０と関連する態
様を強調するために簡素化）は、ルーメン１９０３内の結腸鏡プローブ２１に取り付けら
れるとともに、排出ソケット１９０２で排出チャネル２２に取り付けられている。そして
、予備チャンバ１９１０に進入する材料が排出されるように、排出チャネル２２に対して
吸引が能動的に印加される。いくつかの実施形態においては、これにより、開口部１９１
０Ａおよび１９２１からそれぞれ、別の吸引勾配２３０１、２３０２が形成される。排泄
物（浮遊固体を伴う流体）の液位２２２３が開口部１９２１以上となったら、排泄物が予
備チャンバに引き込まれる。ただし、この開口部での抵抗が高まったら、開口部１９１０
Ａの吸引解放動作によって、圧力勾配の傾きの対応する上昇が抑えられる。抵抗は、たと
えば図２Ｄおよび図２Ｅに関して示したように、腸壁１の一部との会合に際して上昇する
。潜在的に、圧力勾配のシャントは、吸引関連の負傷の発生を抑制するように作用する。
粒子２３０５は、１つの次元では大きいものの、吸入開口部１９２３全体で詰まるのでは
なくチャネル２２に進入できるように、開口部１９２１の通過によって整列された排泄物
粒子を表す。
【０２１０】
　いくつかの実施形態において、複数の開口部を設けることには、別の機能上の利点があ
る。１つのアクセス開口部１９２１が遮断された場合であっても、複数の排出吸入開口部
によって、別のアクセス開口部１９２１による供給がある共通の予備チャンバ１９１０か
らの流体を受け続けることができる。
【０２１１】
　排出予備チャンバ１９１０と関連する別の機能的態様として、遠位壁１９２５の丸みを
帯びた成形が挙げられ、これにより、腸壁１からの急勾配の圧力を受ける領域が分離され
る一方、前面１８０２は同じく切頂状である。潜在的には、これによって、探針、切断、
捕捉、および／またはスライスによる機械的損傷が抑えられる。丸みを帯びた先端形状も
テーパ状である限りにおいて、捕捉の機会は潜在的に少なくなる。この先端の形状は、壁
妨害物を直接押すのではなく、横に逸れて乗り越えることを促すためである。また、潜在
的に、前面全体の形状が丸みを帯びている（「球状」成形（実際には、球面の一部である
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必要はない））と、腸壁１が同時に適合（および遮断）するようには十分に適していない
入口開口部の形状を与えることにより、吸引把持による壁への引っ掛かりの可能性が低く
なる。
【０２１２】
　遠位先端１８００、１９００の別の態様は、結腸鏡搭載ルーメン１９０３と関連付けら
れた構造に関する。いくつかの実施形態においては、結腸鏡が停止面１９０６Ａに接触す
る点に対して、結腸鏡遠位端の洗浄先端１８００、１９００の配置が厳密に制限されるよ
うに、ルーメン１９０３中へと突出した結腸鏡ストッパ１９０６が設けられている。たと
えば、結腸鏡の端部による予備チャンバ開口部１９１０Ａの遮断が防止されていると、潜
在的に好都合である。
【０２１３】
　ここで図２１を参照して、これは、本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、潅注
システムおよび結腸鏡２１の構成要素とともに、スリーブ配置冶具２１００中のスリーブ
・アセンブリ２１０４を模式的に示している。
【０２１４】
　本発明のいくつかの実施形態において、先端１８００、１９００は、完全に組み立てら
れた洗浄装置を含む結腸鏡および／または他の管要素を適合的に収容および／または整形
するようにサイズ設定された高分子（ポリウレタン、シリコーン・ゴム、または別の可撓
性ポリマー等）の薄壁柔軟スリーブの一端に取り付けられている。スリーブ・アセンブリ
２１０４の潜在的な利点として、（たとえば、使用後の洗浄装置を交換および／または廃
棄できるように）結腸鏡に対する洗浄装置の可逆的取り付けが可能となる点、結腸鏡プロ
ーブを備えた洗浄システムの一体化の容易化、ならびに／または、一体化される洗浄シス
テム／結腸鏡プローブ・システムの構成形状および相対位置決めの再現可能な制御が挙げ
られる。
【０２１５】
　いくつかの実施形態において、スリーブ・アセンブリは、結腸鏡プローブ２１を受容す
るように構成された内側スリーブ２１０３を備える。内側スリーブ２１０３は、１つまた
は複数の追加管２１、１０１を具備する外側スリーブ２１０２によって、円周方向に囲ま
れている。
【０２１６】
　いくつかの実施形態において、非拡張状態の内側スリーブ２１０３のルーメンの直径は
、たとえば８～１２ｍｍ、３～１０ｍｍ、５～１８ｍｍ、またはこれらと同等、これらの
中間、これら以上、および／もしくはこれら以下の範囲である。任意選択で、この直径は
、結腸鏡の直径に従って、たとえば（伸長前に）結腸鏡の直径よりも５％、１０％、２０
％、またはこれらの中間、これら以上、もしくはこれら以下の割合だけ小さく選択される
。特定例として、直径が１２ｍｍの結腸鏡の場合、上記内径は、非拡張状態の結腸鏡の直
径よりも、０．１～５ｍｍ、１～３ｍｍ、０．１～０．９ｍｍ、またはこれらと同等、こ
れらの中間、これら以上、および／もしくはこれら以下のサイズ範囲だけ小さい。
【０２１７】
　いくつかの実施形態において、スリーブ・アセンブリ２１０４は、膨張冶具２１００の
膨張基部２１０７への取り付けによって、結腸鏡プローブを受容するように膨張可能であ
り、基部２１０７は、膨張用の気体圧力源に取り付けられるように構成された膨張入口２
１０５を備える。任意選択で、膨張冶具２１００は、制限管または部分管２１０１を備え
る。ただし、スリーブ・アセンブリ２１０４は、結腸鏡プローブ２１を受容するように延
伸する。任意選択で、結腸鏡プローブ２１は、封止部材２１０６に挿通され、遠位先端１
９００のルーメン１９０３に達するまで内側スリーブ２１０３に通される。
【０２１８】
　任意選択で、柔軟なスリーブは、外周の取り付けチャネル１９０５Ａにより固定される
。任意選択で、スリーブは、外側管および少なくとも１つの内側管を備える。任意選択で
、内側管は、取り付けチャネル１９０５Ａに取り付けられる。任意選択で、先端の外側か
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らルーメン１９０３および取り付けチャネル１９０５Ａに至る接着剤導入開口部１９０５
が設けられている。任意選択で、整形管は、ルーメン１９０３内への一端の配置およびチ
ャネル１９０５Ａに対する押し付けの後、ルーメン全体への接着剤の射出によって、チャ
ネル１９０５Ａに固定される。図１８Ａ～図１９Ｃに戻って、本発明のいくつかの実施形
態においては、潅注管受容ソケット１９１２への挿入によって、潅注チャネル１０１が先
端１８００、１９００で終端している。任意選択で、ソケット１９１２は、２つ以上の別
個の潅注管が互いに同時に挿入可能となるように細長状となっている。任意選択で、ソケ
ットへの挿入深さは、１つまたは複数の潅注管ストッパ１９１３によって設定される。い
くつかの実施形態においては、各ソケット１９１２に対して、１つまたは複数の潅注出口
１９２０が設けられている。任意選択で、潅注出口１９２０は、先端本体の遠位－近位軸
に沿って配向した円筒孔を含む。任意選択で、潅注出口１９２０はそれ以外に、噴射用の
成形および／もしくは配向（たとえば、テーパ状のルーメンを備える）ならびに／または
潅注流体噴霧の分散および／もしくは照準用の遠位－近位軸からの逸脱がなされている。
【０２１９】
　本発明のいくつかの実施形態においては、先端および／または先端環境の１つまたは複
数の態様を感知できるように、センサ・ソケット１９１８、１９１４が感知プローブおよ
び／または感知プローブ部を受容するように構成されている。たとえば、排出ルーメン圧
力センサ・ソケット１９１８には任意選択で、感知開口部１９０９を通って１つまたは複
数の排出ソケット１９０２に連結され、内部の圧力および／または圧力変化を感知するセ
ンサが設けられている。また、いくつかの実施形態においては、電子的な圧力センサが設
けられている。また、いくつかの実施形態においては、機械的な圧力センサが設けられて
いる。たとえば、圧力センサは任意選択で、試験圧力が近位方向に印加される流体充填管
を備える。遠位先端における圧力の上昇および／または降下に際して、試験圧力により移
動する体積が変化するが、これは任意選択で、遠位先端圧力の測定結果および／または指
示値に変換される。
【０２２０】
　いくつかの実施形態において、外部圧力センサ・ソケット１９１４は、外部圧力センサ
開口部１９１６を介して外部圧力を感知する圧力センサを受容するように構成されている
。任意選択で、たとえば圧力感知ソケット１９１８に関して説明したような機械的圧力セ
ンサ等のセンサの適正な配置の実現にストッパ１９１５、１９１９が役立つ。
【０２２１】
　本発明のいくつかの実施形態において、先端アセンブリ１８００は、柔軟な搭載部１８
０５を伴う相対的に堅固なシェル１８０１を備える。任意選択で、搭載部１８０５は、堅
固なシェル１８０１の受容開口部１８０１Ａに挿入されるインサートを備える。潜在的に
、柔軟なインサート／堅固なシェルの構成には、各部１８０１、１８０５が実行する機能
に従って材料を選択可能とすることによる利点がある。たとえば、堅固なシェルは潜在的
に、先端アダプタ全体に対して、より高い寸法安定性を与える。潜在的には、これによっ
て、先端が会合する腸組織内に変形して埋め込まれるのではなく、その上を摺動すること
が促進されるため、たとえば案内および／または安全性の利点がある。潜在的に、柔軟な
インサートには、洗浄アセンブリに対する屈曲力の印加に際して、挿入された管がてこ動
作で位置ずれする傾向に抗する利点がある（インサートは、管１１０と同様の柔軟性であ
れば、管自体が曲がるのと併せてより大きく屈曲する）。
【０２２２】
　２硬度構成の別の潜在的な利点としては、たとえば押し込み嵌入される管よりもソケッ
ト１９１２、１９１４、１９０２、および／または１９１８をわずかに小さくすることに
より、先端に接続されるさまざまな微小管の弾性摩擦嵌合が強化される。潜在的に、堅固
なシェルには、腸壁１に接触しやすい先端の領域に対して、相対的に低摩擦の材料を（本
体自体および／または被膜に）使用できる利点がある。任意選択で、両構成要素が（適当
に異なる硬度の）ポリウレタンで構成されている。任意選択で、外側の構成要素は、たと
えばパリレンＣ、テフロン、または別の低摩擦材料等の摩擦低減材料で被覆される。
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【０２２３】
　いくつかの実施形態において、内部先端部１８０５の硬度は、たとえば２５～４０ショ
アＡ、３０～５０ショアＡ、３５～５５ショアＡ，またはこれらと同等、これら以上、こ
れら以下、および／もしくはこれらの中間の柔軟性の範囲である。
【０２２４】
　いくつかの実施形態において、外部先端部１８０１の硬度は、たとえば４０～６０ショ
アＡ、６０～８０ショアＡ、７０～９０ショアＡ，またはこれらと同等、これら以上、こ
れら以下、および／もしくはこれらの中間の柔軟性の範囲である。
【０２２５】
　本発明のいくつかの実施形態において、先端アセンブリ１８００は、堅固な搭載部１８
０５を伴う相対的に柔軟なシェル１８０１を備える。任意選択で、搭載部１８０５は、柔
軟なシェル１８０１の受容開口部１８０１Ａに挿入されるインサートを備える。潜在的に
、柔軟なシェル／堅固なインサートの構成には、各部１８０１、１８０５が実行する機能
に従って材料を選択可能とすることによる利点があり、上述の柔軟なインサート／堅固な
シェルの実施形態について説明したものとは異なる重要性がある。
【０２２６】
　たとえば、堅固なインサートは潜在的に、ソケット１９０２、１９１２、１９１４、１
９１８等の管類コネクタとの先端アダプタ・インターフェースならびに／または任意選択
で流体噴射の指向および／もしくは成形を行う開口部１９２０等の開口部の寸法に対して
、寸法安定性を与える。潜在的に、堅固なインサートは、柔軟なインサートよりも精密に
製造可能であり、たとえば、より強固な嵌合および／または噴射開口部の特性の厳密な制
御が実現される。潜在的に、堅固なインサートは、保管時のクリープ、サギング、または
性能に影響する可能性がある他の変形に耐える。使用時には、寸法安定性によって潜在的
に、先端に加わる力によるソケット－管接続部の歪み、外れ、および／または緩みが防止
される。潜在的には、流体噴射開口部の寸法安定性によって、当該開口部の照準および／
または噴射形成特性に影響を及ぼす歪みが防止される。
【０２２７】
　いくつかの実施形態において、柔軟なシェルは、先端の堅固な部分との会合から組織を
保護する。一般的に、シェル１８０１に対して柔軟な「皮膚」を与えると、潜在的には、
探針および／または擦過による損傷の影響を防止するのに役立つ。たとえば、シェル１８
０１の柔軟な構成によって、結腸鏡搭載ルーメン１９０３、潅注出口１９２０、および／
または排出ソケット開口部１９２３等の開口部周りの縁部が柔軟になる。また、柔軟なシ
ェル１８０１は潜在的に、先端アセンブリ１８００の他の部分（たとえば、外側隅部およ
び／または湾曲部）における接触力を分散させる。
【０２２８】
　いくつかの実施形態においては、柔軟なシェル１８０１の保護効果を潜在的に増大させ
る１つまたは複数の圧縮可能なチャンバおよび／または空洞が設けられている。たとえば
、予備チャンバ１９１０は任意選択で、それが画定する空洞が接触力を受けた場合に容易
に潰れるように、十分な柔軟性および／または薄壁の材料で製造される。
【０２２９】
　いくつかの実施形態において、予備チャンバ１９１０は、小さな圧力（たとえば、１～
１０ニュートン、またはこれ以上もしくは以下の圧力）で弾性潰れ可能となる十分な柔軟
性を有する。潰れ圧力は任意選択で、結腸を損傷せる可能性が低いレベルおよび／または
結腸内の前進時に通常受けるレベルの十分小さな圧力となるように選定される。任意選択
で、使用時には、潰れ圧力が意図的に予備チャンバ１９１０に加わるようにする。潜在的
には、潰れ動作によって、チャンバ内および／またはチャンバの出入り口のうちの１つに
おける遮断の機械的な除去が可能となる。
【０２３０】
　上記の追加または代替として、シェル１８０１は、その構造内に他の空洞を備えて製造
される。たとえば、シェル領域１８０３の壁厚には、（たとえば、ハニカム形状の）柔軟
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な材料の相対的に薄い膜により画定された空洞領域を含む。チャンバは任意選択で、少な
くとも１つ面が封止または未封止となる。
【０２３１】
　いくつかの実施形態において、柔軟および堅固な材料の領域は、図示と異なる領域に設
けられている。たとえば、シェル１８０１の柔軟な材料には任意選択で、先端アセンブリ
１８００の材料体積のほぼすべてを含んでおり、寸法が安定した堅固な材料が１つまたは
複数のインサート（たとえば、複数の管状インサート）として設けられ、ソケットおよび
／または開口部等の構造を画定している。本発明のいくつかの実施形態には、別の代替構
成（たとえば、複数の交互ならびに／または混合柔軟および堅固層ならびに／または部分
的もしくはセグメント化シェル）を含む。いくつかの実施形態において、各種の２硬度構
成（柔軟な内側と堅固な外側、堅固な内側と柔軟な外側）の相対的な利点の少なくとも一
部は、このような構成変形例によって潜在的に得られる。たとえば、（接続／噴射形成用
の寸法安定性を潜在的に与える）堅固なソケットおよび／または噴射開口部が任意選択で
（部品の取り外しなく互いの移動を潜在的に可能とする）より柔軟なマトリクス中に埋め
込まれており、より柔軟なマトリクスが任意選択で（アダプタの全体的な強度および／ま
たは形状を維持するのに任意選択で役立つ）より堅固な外側部に埋め込まれており、より
堅固な外側部自体には任意選択で、力吸収および／または縁部保護バンパーとして作用す
る柔軟な領域が設けられている。
【０２３２】
　任意選択で、柔軟および堅固な構成要素の一方または両方が（適当に異なる硬度の）ポ
リウレタンで構成されている。任意選択で、外側の構成要素は、たとえばパリレンＣ、テ
フロン、または別の低摩擦材料等の摩擦低減材料で被覆される。
【０２３３】
　いくつかの実施形態において、シェル部１８０１の硬度は、たとえば２５～４０ショア
Ａ、３０～５０ショアＡ、３５～５５ショアＡ、またはこれらと同等、これら以上、これ
ら以下、および／もしくはこれらの中間の柔軟性の範囲である。いくつかの実施形態にお
いて、インサート先端部１８０５の硬度は、たとえば４０～６０ショアＡ、６０～８０シ
ョアＡ、７０～９０ショアＡ，またはこれらと同等、これら以上、これら以下、および／
もしくはこれらの中間の柔軟性の範囲である。
【０２３４】
　ここで図２０を参照して、これは、本発明のいくつかの例示的な実施形態に係る、柔軟
な壁ガード２００１を備えた先端アダプタ２０００を模式的に示している。
【０２３５】
　本発明のいくつかの実施形態において、先端アダプタ２０００は、結腸洗浄工程におけ
る間隔空け、位置決め、および／または照準の補助として作用する柔軟な壁ガード２００
１を備える。
【０２３６】
　いくつかの実施形態において、壁ガード２００１は、先端本体の一端に取り付けられる
とともに、長さ２００２Ａがたとえばおよそ１０～１５ｍｍ、１２～１８ｍｍ、１５～２
０ｍｍ、１８～２４ｍｍ、またはこれらと同等、これら以上、これら以下、および／もし
くはこれらの中間の長さ範囲である１つまたは複数の柔軟な部材２００２を備える。いく
つかの実施形態において、壁ガード２００１の全幅２００２Ｂは、たとえばおよそ５～７
ｍｍ、６～９ｍｍ、８～１２ｍｍ、９～１４ｍｍ、またはこれらと同等、これら以上、こ
れら以下、および／もしくはこれらの中間の範囲である。任意選択で、間隙２００４（た
とえば１～２ｍｍ等の幅の間隙）によって、複数の柔軟な部材が分離されている。
【０２３７】
　いくつかの実施形態において、壁ガード２００１の部材は、およそ１８０°以上の範囲
２００６で完全に屈曲するのに十分な柔軟性を有する。いくつかの実施形態において、最
大屈曲範囲は、たとえばおよそ１５０°、１６０°、１７０°、１８０°、１９０°、ま
たはこれら以上、これら以下、もしくはこれらの中間の最大範囲である。いくつかの実施
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形態においては、この追加または代替として、たとえば屈曲範囲２００８で壁がその長さ
に沿って曲がるように構成されている。いくつかの実施形態において、最大屈曲範囲は任
意選択で、およそ２つ重ね（１８０°）あるいはおよそ９０°、およそ４５°、またはこ
れら以上、これら以下、もしくはこれらの中間の最大範囲等のより小さな範囲である。図
２０には、矩形対の「ウサギの耳」構成を示しているが、たとえば三角形、長円形、半円
形、または別の形状等、他の形状も本発明の実施形態であることが了解されるものとする
。本発明のいくつかの実施形態において、壁ガード部材の厚さは、所望の固有屈曲特性に
応じて長さに沿った事実上の屈曲が促進されるように、先端からの距離に応じて変化する
。壁ガード部材２００２（たとえば、ポリウレタンまたは別のゴム重合体を含む）の硬度
は、たとえばおよそ２０～３０ショアＡ、３０～４５ショアＡ、４０～５５ショアＡ、ま
たはこれらと同等、これら以上、これら以下、および／もしくはこれらの中間の硬度範囲
である。壁ガード２００１には任意選択で、本明細書に記載の洗浄システムの先端のいず
れかが設けられることが了解されるものとする。任意選択で、壁ガード２００１には、搭
載部１８０５等のインサートを任意選択で囲むシェル１８０１等の柔軟な外側シェルが一
体的に形成されている。
【０２３８】
　ここで図２２を参照して、これは、腸壁１および柔軟な壁ガード２００１との関係にお
いて、（たとえば、アダプタ先端２１００を含む）洗浄システムの遠位領域の位置２２０
１、２２０３、２２０５、２２０７、２２０９、２２１１、２２１３を示している。
【０２３９】
　壁ガード２００１には、洗浄システムの先端２０００を案内する腸壁からの柔軟な（傷
つけない）スタンドオフとして作用することによる潜在的な利点がある。潜在的には、こ
れによって、腸壁への吸引付着の事態が抑えられる。
【０２４０】
　以上にも関わらず、壁ガード２００１は任意選択で、たとえば、結腸の制限部（たとえ
ば、結腸セグメント境界のくびれ）との会合等の十分な力の作用に際して弾性的に潰れる
傾向によって、制限部を通る案内が相対的に妨げられないように十分な柔軟性を有する。
位置２２００および２２１３はそれぞれ、遠位および近位方向の配向で潰れた壁の例を示
している。いくつかの実施形態において、部材２００２は、圧力源との流体連通によって
膨張可能なバルーンとして設けられている（壁の膨張用に特別に設けられた潅注管１０１
または別の管等）。これにより任意選択で、現行の案内要件に応じた壁剛性の制御が可能
となる。
【０２４１】
　本発明のいくつかの実施形態において、壁ガード２００１は、結腸内で半径方向に先端
を位置決めする際の補助となる装置として機能する。たとえば、先端が位置２２０７から
前進すると、壁ガード部材２００２は、後方の先端本体側に曲がって、線２００６Ａに近
い位置および／または位置２２１３となる傾向がある。これにより、先端は、腸壁１によ
り近く接近し得る。ただし、わずかに後方に引っ張ることにより、部材２００２は、たと
えば位置２００８Ａおよび／または２２０７に向かって真っ直ぐになる傾向がある。潜在
的には、これにより先端が壁から遠くへ押しやられる。任意選択での別の操作では、先端
を近位方向に引くことにより壁が前方に屈曲し、この位置から、壁上に立ち上がる（たと
えば、一連の位置２２０１、２２０３、２２０５、２２０７）。この手段により、先端の
異なる半径方向位置を選択可能となり、潜在的には、潅注流体供給時に噴射を照準する位
置（たとえば、噴射照準方向２２３０および２２３１間の位置の差）の選択が可能となる
。
【０２４２】
　上記の追加または代替として、先端は、（たとえば、腸制限部の開口部領域により近い
）さらなる前進により適した半径方向位置となるように、壁によって再位置決めされる。
任意選択で、先端領域が（たとえば、位置２２０１および２２１３間で）前後に短く交互
移動することにより、ルーメン内で腸壁１に対して近づく方向および遠ざかる方向（たと
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えば、経路２２００のような平行）に先端が「走査」することになる。これにより、潜在
的には、洗浄対象２２２２上での潅注噴射エネルギーの分散および／または腸内からの流
体の排出に適した排泄物液位２２２３に対する位置の選択（たとえば、液位２２３２およ
び２２３３間の排出吸入ゾーンの位置決め）が可能となる。排出位置は任意選択で、たと
えば排出アクセス開口部１９２１が浸水する一方、排出予備チャンバ開口部１９１０Ａは
流体から離れたままとなるように選択される。
【０２４３】
　任意選択で、保護壁を介した操作の別の方法として、装置を回転させると、壁部材２０
０２の一方に他方よりも大きな力が加わる。任意選択で、装置を意図的におよそ９０°回
転させると、保護壁が取り除かれて、排出アクセス開口部の一部が腸壁１の下部により近
くなって、わずかな量の残存流体を排出可能となる。
【０２４４】
　本明細書において、用語「およそ（ａｂｏｕｔ）」は、「±１０％以内」を表す。
【０２４５】
　用語「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ、ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」、「具備する（ｉｎｃ
ｌｕｄｅｓ、ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、「有する（ｈａｖｉｎｇ）」、およびそれぞれの
活用形は、「非限定的に含む」を意味する。
【０２４６】
　用語「～から成る（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｏｆ）」は、「限定的に含む」を意味する
。
【０２４７】
　用語「本質的に～から成る（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｅｓｓｅｎｔｉａｌｌｙ　ｏｆ）
」は、その組成、方法、または構造が別の成分、ステップ、および／または部品を含み得
ることを意味するものの、これらの別の成分、ステップ、および／または部品が特許請求
の範囲に係る組成、方法、または構造の基本的かつ新規な特性を実質的に変更しない場合
に限る。
【０２４８】
　本明細書において、単数形「ａ」、「ａｎ」、および「ｔｈｅ」は、文脈上別段の明確
な指示がない限り、複数表現を含む。たとえば、用語「化合物（ａ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ）
」または「少なくとも１つの化合物（ａｔ　ｌｅａｓｔ　ｏｎｅ　ｃｏｍｐｏｕｎｄ）」
は、その混合物を含めて、複数の化合物を含み得る。
【０２４９】
　本明細書で使用する単語「例（ｅｘａｍｐｌｅ）」および「例示（ｅｘｅｍｐｌａｒｙ
）」は、「一例、事例、または実例として機能すること」を意味する。「例（ｅｘａｍｐ
ｌｅ）」または「例示（ｅｘｅｍｐｌａｒｙ）」として説明した如何なる実施形態も、他
の実施形態より好適もしくは有利なものとして解釈されることおよび／または他の実施形
態の特徴を除外することが必ずしもないものとする。
【０２５０】
　本明細書で使用する単語「任意選択で（ｏｐｔｉｏｎａｌｌｙ）」は、「いくつかの実
施形態では提供されるものの、他の実施形態では提供されないこと」を意味する。本発明
の如何なる特定の実施形態も、特徴が矛盾しない場合に限り、複数の「任意選択での」特
徴を含み得る。
【０２５１】
　本明細書において、用語「方法（ｍｅｔｈｏｄ）」は、所与の目的を成し遂げるための
様態、手段、技術、および手順を表しており、化学、薬理学、生物学、生化学、および医
学の熟練者に既知または既知の様態、手段、技術、および手順から容易に開発可能な様態
、手段、技術、および手順を含むが、これらに限定されない。
【０２５２】
　本明細書において、用語「処置（ｔｒｅａｔｉｎｇ）」は、状態の進行の無効化、実質
的な抑止、低速化、もしくは反転、状態の臨床的もしくは審美的な症候の実質的な改善、
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または状態の臨床的もしくは審美的な症候の出現の実質的な防止を含む。
【０２５３】
　本願の全体を通して、本発明の種々実施形態は、範囲形式で表される場合がある。範囲
形式での記述は、利便性および簡便性を目的としているに過ぎず、本発明の範囲に対する
絶対的な制限と解釈されるべきではないことが了解されるものとする。したがって、範囲
の記述は、当該範囲内の考え得るすべての下位範囲および個別の数値を具体的に開示した
ものと考えられるべきである。たとえば、「１～６」等の範囲の記述は、「１～３」、「
１～４」、「１～５」、「２～４」、「２～６」、「３～６」等の下位範囲のほか、たと
えば１、２、３、４、５、および６等、当該範囲内の個々の数値を具体的に開示したもの
と考えられるべきである。このことは、範囲の幅とは無関係に当てはまる。
【０２５４】
　本明細書において数値範囲が指定されている場合は常に、指定された範囲境界内の任意
の数字（小数または整数）を含むものとする。本明細書において、第１の指示数と第２の
指示数との間の「範囲（ｒａｎｇｉｎｇ／ｒａｎｇｅｓ）」および第１の指示数から第２
の指示数までの「範囲（ｒａｎｇｉｎｇ／ｒａｎｇｅｓ）」という表現は、区別なく使用
しており、第１および第２の指示数ならびに両者間のすべての小数および整数を含むもの
である。
【０２５５】
　以上、具体的な実施形態と併せて本発明を説明したが、当業者には当然のことながら、
多くの変更、改良、および変形が明らかである。したがって、添付の特許請求の範囲の主
旨および広い範囲に含まれるこのようなすべての変更、改良、および変形が包含されるも
のとする。
【０２５６】
　本明細書に記載のすべての刊行物、特許、および特許出願は、各個別の刊行物、特許、
または特許出願の具体的かつ個別の援用指示と同じ程度まで、そのすべての内容を本明細
書に援用する。また、本願における如何なる参考文献の引用または識別も、このような参
考文献が本発明の先行技術として利用可能であることを認めるものとして解釈されないも
のとする。項目見出しは、その使用の限りにおいて、必ずしも限定的に解釈されるべきで
はない。
【０２５７】
　当然のことながら、本発明の特定の特徴は、明瞭化のため、個々の実施形態の背景にお
いて説明したが、１つの実施形態において組み合わせて提供可能である。逆に、本発明の
種々特徴は、簡潔化のため、１つの実施形態の背景において説明したが、別個の提供、任
意適当な副組み合わせでの提供、または本発明のその他任意の上記実施形態に適したもの
としての提供も可能である。種々実施形態の背景において説明した特定の特徴は、当該要
素なしで無効とならない限り、上記実施形態の本質的な特徴とは考えられないものとする
。
【０２５８】
　関連出願
　本願は、２０１４年６月１７日に出願された米国仮特許出願第６２／０１２，９９７号
および２０１３年１１月２１日に出願された米国仮特許出願第６１／９０６，９８２号の
優先権の利益を米国特許法第１１９条（ｅ）の下で主張する２０１４年１１月２０日に出
願された国際特許出願第ＰＣＴ／ＩＬ２０１４／０５１０１４号の一部継続（ＣＩＰ）で
ある２０１５年５月２７日に出願された米国特許出願第１４／７２２，４００号の優先権
の利益を米国特許法第１１９条（ｅ）の下で主張する。上記出願の内容はすべて、一切漏
れなく本明細書に援用する。
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